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政
府
は
八
月
二
十
四
日
、
東
京
都
二

十
三
区
内
の
政
府
機
関
六
十
八
の
移
転

先
・
移
転
候
補
地
を
決
め
、
翌
二
十
五

日
の
各
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
。
そ
の
中

に
は
国
文
学
研
究
資
料
館
が
含
ま
れ
て

お
り
、
移
転
先
・
移
転
候
補
地
は
東
京

都
立
川
市
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

立
川
市
内
の
具
体
的
な
場
所
や
面
積
、

ま
た
移
転
の
時
期
は
未
定
で
あ
る
。

こ
こ
に
至
っ
た
経
過
に
つ
い
て
、
当

館
の
対
応
を
含
め
て
略
記
す
る
。

川
一
昨
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
十

六
日
、
東
京
都
二
十
三
区
内
に
所
在
す

る
大
学
・
大
学
共
同
利
用
機
関
・
直
轄

機
関
の
担
当
部
課
長
が
文
部
省
に
召
集

さ
れ
、
総
務
審
議
官
よ
り
移
転
に
関
す

る
趣
旨
の
説
明
を
受
け
、
そ
れ
に
つ
い

て
の
考
え
を
数
日
後
に
示
す
よ
う
に
、

国
文
学
研
究
資
料
館
の

「
移
転
」
に
つ
い
て

小
山
弘
志

ｰま
た
調
査
票
を
二
十
五
日
ま
で
に
提
出

す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
。
移
転
問
題

は
こ
こ
に
始
ま
る
。

移
転
に
関
す
る
趣
旨
の
内
容
は
大
略

次
の
通
り
で
あ
る
。

首
都
圏
の
土
地
問
題
解
決
策
の
一

つ
と
し
て
、
竹
下
総
理
大
臣
が
政

策
大
綱
を
決
定
し
た
。
そ
の
基
本

方
針
は
「
人
口
や
諸
機
能
の
東
京

一
極
集
中
を
是
正
し
、
地
域
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
多
極

分
散
型
国
土
を
形
成
し
、
も
っ
て

土
地
問
題
の
根
本
的
解
決
と
国
土

の
均
衡
あ
る
発
展
に
資
す
る
」
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
政
策
遂
行
の
手

始
め
と
し
て
「
一
省
庁
一
機
関
」

の
地
方
移
転
を
推
進
す
る
。
文
部

省
と
し
て
も
こ
の
方
針
に
添
わ
れ

－目次一

ば
な
ら
な
い
。

②
こ
の
数
日
後
に
、
当
館
は
文
部

省
の
所
管
課
長
（
学
術
国
際
局
学
術
情

報
課
長
）
に
次
の
よ
う
な
意
向
を
表
明

し
た
。ア

当
館
は
広
く
研
究
者
一
般
へ
の

閲
覧
サ
ー
ビ
ス
を
重
要
な
業
務
と

し
て
い
る
。

イ
ま
た
、
研
究
・
業
務
に
お
い
て

広
く
館
外
者
の
支
援
を
必
要
と
す

ヲ
（
や
○

ウ
東
京
以
外
に
移
転
し
た
場
合
、

東
京
周
辺
居
住
者
ば
か
り
で
な
く

全
国
各
地
の
研
究
者
一
般
に
対
し

て
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
ま
ぬ
が

れ
が
た
く
、
ま
た
館
外
の
研
究
者

の
援
助
が
十
分
に
は
得
に
く
く
な

る
。

エ
し
た
が
っ
て
直
ち
に
は
移
転
に

応
じ
に
く
い
。

右
の
意
向
に
対
し
て
、
所
管
課
長
よ

り
、
国
の
施
策
で
も
あ
り
、
ま
た
館
の

将
来
を
考
え
る
と
、
研
究
・
業
務
の
発

展
拡
充
の
た
め
に
は
、
広
い
土
地
へ
移
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転
し
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
た
。

⑧
現
在
の
当
館
の
敷
地
は
、
都
市

公
園
法
に
基
づ
く
「
東
京
都
市
計
画
公

園
緑
地
」
に
指
定
さ
れ
て
い
て
建
蔽
率

が
厳
し
く
、
現
在
の
建
物
は
そ
の
限
度

一
ぱ
い
の
も
の
で
、
こ
れ
以
上
は
増
築

で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

昭
和
四
十
七
年
の
創
設
以
来
、
館
の

研
究
や
業
務
は
着
実
に
進
展
し
、
十
五

年
以
上
経
過
し
た
現
在
、
建
物
は
狭
駐

と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
整
理
閲

覧
部
の
事
務
室
や
情
報
処
理
関
係
設
備

を
拡
張
・
増
強
す
る
必
要
が
あ
り
、
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
な
ど
の
研
究
補
助
者

の
作
業
室
、
共
川
研
究
員
や
内
地
研
究

貝
な
ど
各
械
研
究
貝
の
研
究
室
、
大
学

院
学
生
の
た
め
の
研
修
室
な
ど
を
設
け

ね
ば
な
ら
な
い
の
に
、
現
状
で
は
不
可

能
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
事
情
が
あ
る
の
で
、

当
館
は
移
転
を
前
提
と
す
る
方
向
で
考

え
る
こ
と
に
し
て
、
当
初
は
部
長
会
議

で
、
や
が
て
「
移
転
問
題
検
討
会
議
」
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を
設
け
て
検
討
を
続
け
て
来
た
。

い
移
転
す
る
に
当
っ
て
は
、
当
館

が
単
な
る
研
究
機
関
で
は
な
く
、
研
究

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
機
関
で
も
あ
る
こ
と

に
か
ん
が
み
、
次
の
条
件
を
満
た
す
こ

と
が
必
須
で
あ
る
む
ね
、
文
部
省
に
要

望
し
た
。

ア
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
で
あ

る
研
究
者
・
学
生
に
と
っ
て
交
通

至
便
の
場
所
で
あ
る
こ
と
。

イ
当
館
の
機
能
達
成
の
た
め
の
館

外
支
援
体
制
が
維
持
で
き
る
場
所

で
あ
る
こ
と
。

ウ
敷
地
面
積
が
十
分
確
保
き
れ
、

独
立
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
方
式
で
あ

ブ
（
や
｝
」
．
シ
」
Ｏ

エ
職
員
宿
舎
や
共
同
研
究
員
な
ど

の
宿
泊
施
設
が
確
保
で
き
る
場
所

で
あ
る
こ
と
。

イ
で
言
う
「
館
外
支
援
体
制
が
維
持

で
き
る
場
所
」
と
は
、
具
体
的
に
は

次
の
よ
う
な
場
所
で
あ
る
。

①
研
究
・
業
務
の
遂
行
の
た
め
の
各

種
委
員
会
の
委
員
、
研
修
会
・
講
演

会
な
ど
の
講
師
と
し
て
、
国
公
私
立

の
大
学
教
官
等
の
支
援
協
力
を
受
け

る
の
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
場
所
。

②
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
な
ど
の
補
助

者
と
し
て
、
大
学
院
学
生
程
度
の
国

文
学
や
国
史
学
の
知
識
を
有
す
る
人

を
、
多
数
、
確
保
す
る
こ
と
の
可
能

な
場
所
。
ち
な
み
に
、
現
在
、
毎
年

約
二
○
○
人
、
延
四
○
○
○
人
の
こ

れ
ら
の
人
々
の
協
力
を
得
て
い
る
。

以
上
の
要
望
事
項
は
、
文
部
省
は
じ

め
関
係
省
庁
か
ら
の
調
査
に
対
し
て
、

そ
の
つ
ど
記
祓
し
て
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

⑤
そ
の
後
、
「
一
省
庁
一
機
関
」

で
は
な
く
、
東
京
都
二
十
三
区
内
の
政

府
機
関
は
、
事
実
上
、
移
転
す
べ
き
も

の
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

⑥
昭
和
六
十
三
年
六
月
十
四
日
に

「
多
極
分
散
型
国
土
形
成
促
進
法
」
が

施
行
さ
れ
、
同
年
七
月
十
九
日
「
国
の

行
政
機
関
等
の
移
転
に
つ
い
て
」
の
閣

議
決
定
が
発
表
さ
れ
た
。
移
転
す
べ
き

も
の
と
さ
れ
た
の
は
七
十
九
機
関
、
十

一
部
隊
。
そ
の
う
ち
文
部
省
関
係
は
、

当
館
を
含
む
九
機
関
で
あ
る
。

、
移
転
先
候
補
地
と
し
て
、
国
土

庁
の
資
料
に
よ
る
大
宮
市
・
千
葉
市
幕

張
・
横
浜
市
な
ど
、
そ
れ
に
知
人
よ
り

紹
介
さ
れ
た
も
の
を
加
え
て
検
討
し
、

条
件
に
叶
い
そ
う
な
八
地
区
の
現
地
を

担
当
者
が
視
察
し
た
後
、
立
川
市
（
旧

立
川
飛
行
場
跡
地
）
・
朝
霞
市
（
旧
米

軍
キ
ャ
ン
プ
跡
地
）
・
川
崎
市
津
田
山

（
民
有
地
）
に
は
館
内
教
職
員
有
志
も

現
地
視
察
を
行
っ
た
。

）

関
根
俊
雄
氏
よ
り
関
根
正
直
草
稿
そ

の
他
の
寄
贈
が
あ
っ
た
。
和
綴
の
自
筆

草
稿
が
主
で
、
有
職
故
実
関
係
、
戯
作

関
係
、
講
演
、
伝
記
な
ど
七
一
点
。
他

に
岡
本
保
孝
（
況
斎
）
の
詳
細
な
書
入

お
よ
び
識
語
「
庚
寅
秋
九
月
廿
六
日
夜

⑧
一
方
、
文
部
省
に
お
い
て
は

「
省
内
推
進
連
絡
会
議
」
が
昭
和
六
十

三
年
九
月
六
日
に
設
置
さ
れ
、
移
転
対

象
機
関
の
う
ち
の
四
機
関
（
当
館
・
国

立
極
地
研
究
所
・
統
計
数
理
研
究
所
・

国
立
国
語
研
究
所
）
の
候
補
地
を
立
川

市
と
す
る
方
針
で
、
当
該
機
関
の
意
向

を
も
聞
き
つ
つ
国
土
庁
と
折
衝
を
開
始

し
た
。
当
館
は
、
面
積
の
確
保
な
ど
が

可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
交
通
の
便
な
ど

か
ら
、
示
さ
れ
た
範
囲
内
で
は
立
川
が

適
地
で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
む
ね
を
文

部
省
に
伝
え
た
。
立
川
市
長
よ
り
文
部

大
臣
に
四
機
関
の
移
転
要
請
が
な
さ
れ
、

国
有
財
産
の
管
理
機
関
で
あ
る
大
蔵
省

理
財
局
に
対
し
て
、
国
土
庁
か
ら
文
部

省
四
機
関
の
旧
立
川
飛
行
場
跡
地
へ
の

移
転
に
つ
い
て
の
折
衝
が
行
わ
れ
、
こ

れ
ら
の
結
果
、
八
月
二
十
四
日
の
発
表

関
根
正
直
草
稿
の
寄
贈
に
つ
い
て

ｰ

就
友
人
前
田
夏
蔭
以
日
光
山
神
庫
本
群

書
類
従
本
所
校
訂
之
本
比
校
一
過
岡

本
保
孝
志
」
（
朱
書
）
の
あ
る
「
法
曹
至

要
抄
」
（
版
本
、
三
巻
三
冊
）
と
そ
の

注
疏
草
稿
、
ま
た
「
大
正
十
五
年
御
講

書
始
の
講
案
及
び
御
前
原
稿
」
が
あ
る
。

に
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
当
館
敷
地
と
し
て

の
具
体
的
な
場
所
や
、
用
意
さ
れ
る
面

積
、
ま
た
移
転
時
期
は
未
定
で
あ
る
。

保
留
さ
れ
た
三
機
関
を
除
い
て
も
七
十

六
機
関
あ
る
。
こ
れ
ら
の
す
べ
て
が
短

期
間
に
移
転
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ

う
。
し
た
が
っ
て
、
や
が
て
移
転
の
順

序
が
定
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の

計
画
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
当
館

が
比
較
的
早
い
時
期
の
移
転
に
な
る
の

か
ど
う
か
さ
え
も
、
今
の
と
こ
ろ
全
く

見
当
が
つ
か
な
い
。
な
お
、
移
転
候
補

地
の
あ
た
り
に
は
、
数
年
の
う
ち
に
は

モ
ノ
レ
ー
ル
が
開
通
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
立
川
駅
か
ら
一
つ
目
の
駅
が

候
補
地
付
近
に
で
き
る
予
定
の
よ
し
で

あ
る
。

（
館
長
）
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本
年
度
も
第
一
回
の
収
集
計
画
委
員

会
を
五
月
二
十
三
日
、
調
査
員
会
議

（
総
会
）
を
同
三
十
日
に
開
催
、
そ
の

計
画
に
よ
っ
て
既
に
調
査
に
収
集
に
各

位
の
お
力
添
え
を
得
て
い
る
。

地
価
の
高
騰
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
が
、

近
時
の
古
書
価
の
高
騰
も
研
究
者
に
と

っ
て
は
そ
れ
に
劣
ら
ぬ
感
じ
を
持
つ
。

身
銭
を
切
っ
て
研
究
資
料
を
集
め
る
こ

と
は
い
研
究
者
に
当
然
の
心
掛
け
で
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
夢
物
語

に
な
り
は
せ
ぬ
か
と
い
う
危
慎
を
覚
え

る
。
当
部
の
任
務
は
ま
す
ま
す
重
い
。

一
層
の
御
理
解
と
御
援
助
を
お
願
い
す

る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
六
十
三
年
度
国
文
学
文
献
資
料
調

査
・
収
集
の
概
況

一
、
調
査

現
年
度
は
、
本
年
三
月
末
ま
で
に
左

の
七
四
箇
所
（
予
備
調
査
Ⅱ
＊
印
を
含

む
）
の
所
蔵
資
料
計
二
九
一
○
点
を

調
査
し
た
。

北
海
道
東
北
地
区
（
順
不
同
、
敬
称
略
、

一
部
略
称
、
以
下
同
じ
）

函
館
市
立
函
館
図
書
館
・
伊
達
市
開
拓

）

文
献
資
料
部
事
業
報
告

記
念
館
・
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
・
盛

岡
市
中
央
公
民
館
・
秋
田
県
立
秋
田
図

書
館
・
象
潟
町
郷
土
資
料
館
・
宮
城
教

育
大
学
附
属
図
書
館
・
仙
岳
院
・
酒
田

市
立
光
丘
文
庫
・
鶴
岡
市
郷
土
資
料

館
・
天
野
家

関
東
地
区

彰
考
館
・
茨
城
県
立
歴
史
館
・
矢
口
丹

波
記
念
文
庫
・
抱
谷
文
庫
・
東
洋
文

庫
・
東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
・
東

京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
（
脇
本
文

庫
）
・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
法
政

大
学
能
楽
研
究
所
（
鴻
山
文
庫
）
・
宮

内
庁
書
陵
部
・
東
京
都
立
中
央
図
書
館

（
特
別
買
上
文
庫
）
・
東
京
都
立
中
央

図
書
館
（
東
京
誌
料
）
・
尊
経
閣
文

庫
・
大
倉
精
神
文
化
研
究
所

中
部
地
区

新
潟
大
学
附
属
図
書
館
・
弥
彦
神
社
・

高
岡
市
立
中
央
図
書
館
・
金
沢
大
学
附

属
図
書
館
・
石
川
県
立
図
書
館
（
李
花

亭
文
庫
）
・
上
田
市
立
図
書
館
（
花
月

文
庫
）
・
上
田
市
立
図
書
館
（
花
春
文

庫
）
・
信
州
大
学
教
育
学
部
・
諏
訪
市

立
図
書
館
・
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
（
尾

長
谷

川

強

崎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
・
名
古
屋
大
学
附

属
図
書
館
（
神
宮
皇
学
館
文
庫
）
・
愛

知
県
立
大
学
附
属
図
書
館
（
古
俳
評

（
二
）
）
・
愛
知
大
学
図
書
館
（
菅
沼
文

庫
）
・
藤
園
堂
文
庫
・
大
須
文
脈
（
真

福
寺
）
・
西
尾
市
立
図
書
館
（
岩
瀬
文

庫
）
・
神
宮
文
庫

近
般
地
区

西
教
寺
・
浄
巌
院
＊
・
水
口
町
立
図
書

館
・
園
部
町
教
育
委
員
会
（
小
出
文

庫
）
・
京
都
大
学
文
学
部
（
頴
原
文

庫
）
・
立
命
館
大
学
図
書
館
・
陽
明
文

庫
・
壽
岳
章
子
・
温
泉
寺
・
大
阪
女
子

大
学
附
属
図
書
館
・
池
田
文
庫
＊
・
大

和
文
華
館
・
堺
市
立
図
書
館
＊

中
国
四
国
地
区

萩
市
立
図
書
館
・
西
円
寺
・
広
島
市
立

中
央
図
書
館
（
浅
野
文
庫
）
・
三
原
市

立
図
書
館
・
蝿
取
大
学
附
属
図
書
館
・

益
田
家
・
善
通
寺
＊
・
志
度
寺
＊
・
鎌

田
共
済
会
図
書
館
・
多
和
文
庫
・
松
本

真
一
・
大
洲
市
立
図
書
館
・
四
国
女
子

大
学
附
属
図
書
館
（
凌
霄
文
庫
）
・
高

知
県
立
図
書
館
（
山
内
文
庫
）

九
州
地
区

多
久
市
教
育
委
員
会
（
多
久
市
郷
土
資

料
館
）
・
島
原
図
書
館
（
松
平
文

庫
）
・
熊
本
大
学
国
文
学
研
究
室

海
外

イ
ェ
ー
ル
大
学
バ
イ
ネ
ッ
キ
図
書
館
．

ー

米
国
議
会
図
書
館

二
、
収
集

本
年
三
月
末
ま
で
に
左
の
三
六
箇
所

の
所
蔵
資
料
計
四
九
四
九
点
を
収
集
し

た
。

北
海
道
東
北
地
区

盛
岡
市
中
央
公
民
館
・
秋
田
県
立
秋
田

図
書
館

関
東
地
区

抱
谷
文
庫
・
抱
谷
文
庫
（
カ
ラ
ー
撮

影
）
・
東
洋
文
庫
・
東
京
芸
術
大
学
附

属
図
書
館
・
福
田
秀
一
・
法
政
大
学
能

楽
研
究
所
（
鴻
山
文
庫
）
・
宮
内
庁
書

陵
部
・
尊
経
閣
文
庫
・
国
立
国
会
図
書

官§中
部
地
区

金
沢
市
立
図
書
館
（
稼
堂
文
庫
）
・
加

賀
市
立
図
書
館
（
聖
藩
文
庫
）
・
上
田

市
立
図
書
館
（
花
月
文
庫
）
・
二
澤
久

昭
・
大
西
正
一
・
久
山
勝
彦
・
武
井
芳

久
・
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
（
尾
崎
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
）
・
大
須
文
庫
（
真
福

寺
）
・
藤
剛
堂
文
庫
・
刈
谷
市
立
刈
谷

図
書
館
・
新
城
市
教
育
委
員
会
（
牧
野

文
庫
）

近
畿
地
区

京
都
大
学
文
学
部
（
頴
原
文
庫
）
・
立

命
館
大
学
図
書
館
・
園
部
町
教
育
委
員

会
（
小
出
文
庫
）
・
陽
明
文
庫
・
大
和

文
華
館
・
大
阪
女
子
大
学
附
属
図
書
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館
・
住
吉
大
社
（
神
社
本
）
・
浄
照
坊

中
国
四
国
地
区

岩
国
徴
古
館
・
多
和
文
庫
・
今
治
市
河

野
美
術
館
・
高
知
県
立
図
書
館
（
山
内

文
庫
）

九
州
地
区

熊
本
大
学
附
属
図
書
館
〈
北
岡
文

庫
）
・
熊
本
大
学
国
文
学
研
究
室

海
外

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
イ
校

の
分
は
先
方
の
都
合
で
到
着
が
平
成
元

年
度
に
な
っ
た
。

右
の
内
国
内
の
分
に
つ
い
て
は
既
製
の

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
購
入
を
当
て

た
も
の
を
含
ん
で
い
る
。

平
成
元
年
度
文
献
資
料
鯛
査
・
収
集
計

画
本
年
度
は
調
査
八
二
箇
所
（
海
外
を

含
む
）
七
三
二
○
点
、
収
集
四
七
箇
所

（
同
）
五
四
八
○
点
の
計
画
を
立
て
、

順
次
実
行
に
移
し
て
い
る
。

海
外
資
料
の
調
査
・
収
集

昨
年
度
に
続
き
科
学
研
究
費
補
助
金

（
海
外
学
術
研
究
）
の
交
付
を
受
け
て
、

イ
ェ
ー
ル
大
学
・
議
会
図
書
館
の
資
料

調
査
を
行
な
っ
た
。
小
峰
・
山
崎
・
竹

下
に
館
外
よ
り
い
わ
き
明
星
大
の
田
嶋

一
夫
教
授
の
御
参
加
を
得
て
、
八
月
二

十
日
出
発
、
九
月
五
日
に
無
事
帰
国
し

た
。

ー

収
集
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ

ー
ク
レ
イ
校
の
他
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
バ

イ
ネ
ッ
キ
図
書
館
に
も
出
願
の
予
定
で

あ
る
。

第
四
室

本
年
度
は
客
員
教
授
と
し
て
中
央
大

学
文
学
部
の
大
曽
根
章
介
教
授
を
お
迎

え
し
、
五
月
の
調
査
員
会
議
に
は
「
本

朝
文
粋
の
成
立
」
の
題
で
御
講
演
願
い
、

業
務
、
研
究
に
御
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
。
併
任
助
教
授
に
は
、
前
期
は
熊
本

大
学
文
学
部
の
森
正
人
助
教
授
、
後
期

は
名
古
屋
大
学
文
学
部
の
長
島
弘
明
助

教
授
に
お
願
い
し
て
い
る
。

そ
の
他

地
区
会
議
は
十
月
下
旬
、
中
部
地
区

は
名
古
屋
、
北
海
道
東
北
地
区
は
秋
田

で
開
催
の
予
定
。

昨
年
度
の
報
告
に
し
る
し
た
、
抱
谷

文
庫
、
尊
経
閣
文
庫
、
藤
園
堂
文
庫
に

つ
い
て
は
予
定
通
り
仕
事
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
御
所
蔵
者
各
位
に
御
礼

申
上
げ
る
。
な
お
抱
谷
文
庫
は
、
故
大

久
保
忠
国
氏
の
お
集
め
の
浮
世
絵
で
演

劇
資
料
と
し
て
有
効
な
利
用
の
期
待
で

き
る
も
の
を
、
別
に
カ
ラ
ー
で
搬
影
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
名
古
屋
の
藤
園
堂

主
伊
藤
健
氏
は
本
年
五
月
に
急
逝
さ
れ

た
。
改
め
て
御
厚
情
に
御
礼
申
上
げ
、

御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。

昭
和
五
十
七
年
以
来
七
年
間
精
力
的

に
研
究
情
報
部
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た

棚
町
知
彌
前
研
究
情
報
部
長
が
三
月
退

官
さ
れ
、
本
年
度
か
ら
私
が
部
長
の
職

を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
回
は
昭
和
六
十
三
年
度
の
事
業
報

告
で
あ
る
が
、
四
月
か
ら
発
足
し
た
平

成
元
年
度
の
研
究
情
報
部
の
体
制
に
つ

い
て
は
こ
こ
に
ま
と
め
て
報
告
す
る
。

棚
町
知
彌
教
授
の
後
任
と
し
て
新
井

栄
蔵
教
授
が
奈
良
女
子
大
か
ら
着
任
ざ

れ
編
集
室
長
を
担
当
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
後
任
が
決
ま
る
ま
で
と
い

う
こ
と
で
東
大
へ
転
出
後
一
年
間
当
館

併
任
で
あ
っ
た
堀
浩
一
助
教
授
の
後
任

に
東
大
か
ら
松
方
純
助
教
授
が
着
任
し

た
。

ま
た
か
ね
て
懸
案
で
あ
っ
た
論
文
デ

部
内
の
異
動
は
、
渡
辺
守
邦
教
授
が

実
践
女
子
大
学
文
学
部
に
、
吉
海
直
人

助
手
が
同
志
社
女
子
大
学
学
芸
学
部
講

師
に
四
月
一
日
よ
り
移
ら
れ
、
渡
辺
教

授
は
当
館
名
誉
教
授
と
な
ら
れ
た
。
多

年
の
御
尽
力
に
感
謝
し
今
後
の
一
層
の

御
発
展
を
お
祈
り
す
る
。
後
任
と
し
て

整
理
閲
覧
部
よ
り
岡
雅
彦
助
教
授
、
京

研
究
情
報
部
事
業
報
告

山
中
光
一

ー

－
タ
ベ
ー
ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
化
も
、
い
よ
い
よ
最
後
段
階
と

な
っ
た
の
で
、
六
月
一
日
か
ら
館
内
措

置
に
よ
り
研
究
情
報
部
に
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
準
備
室
を
発
足
さ
せ
、
準
備
の
促
進

を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

以
下
は
昭
和
六
十
三
年
度
の
各
室
の

事
業
の
報
告
で
あ
る
。

情
報
室

情
報
室
で
は
、
館
報
発
行
、
新
聞
情

報
の
収
集
、
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会

の
開
催
業
務
を
担
当
し
て
お
り
、
順
調

な
進
捗
を
み
た
。

館
報
は
例
年
ど
お
り
二
回
発
行
、
第

釦
号
よ
り
開
始
し
た
「
新
収
和
古
書

抄
」
は
、
幸
い
好
評
で
、
犯
号
に
第
二

回
目
を
掲
載
、
今
後
も
継
続
し
て
の
せ

て
い
く
こ
と
に
し
た
。
ま
た
記
号
の
巻

都
大
学
大
学
院
出
の
深
沢
真
二
助
手
を

迎
え
た
。

伊
藤
千
代
補
佐
員
は
二
月
に
小
原
く

み
子
補
佐
員
と
交
替
し
た
。

本
年
度
も
変
ら
ぬ
御
指
導
・
御
協
力

を
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申
上
げ
る
。

（
文
献
資
料
部
長
）
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編
集
室

「
園
文
学
年
鑑
」
（
昭
和
六
十
二
年
版
）

を
三
月
末
刊
行
し
た
。
こ
の
年
鑑
か
ら

Ｊ

大
き
く
変
っ
た
こ
と
は
、
近
代
文
学
の

論
文
目
録
の
配
列
を
従
来
の
時
代
別
か

ら
、
作
家
別
に
整
理
で
き
ぢ
も
の
を
五

十
音
順
の
作
家
別
に
改
め
た
こ
と
で
あ

る
。
各
作
家
内
の
論
文
は
一
般
的
な
も

の
か
ら
個
別
作
品
論
に
及
ぶ
よ
う
唯
配

列
し
、
作
品
論
は
作
品
の
五
十
音
順
に

並
べ
て
あ
る
。
そ
し
て
掲
載
順
作
家
細

目
を
目
次
末
に
一
覧
で
示
し
た
。
最
も

数
の
多
い
近
代
の
作
家
論
、
作
品
論
佐

時
代
別
に
配
列
す
る
の
は
か
な
り
困
難

で
、
手
間
の
か
か
る
割
に
正
確
を
期
し

難
く
、
使
い
易
く
も
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。六

○
年
版
か
ら
は
雑
誌
論
文
目
録
を
、

頭
に
載
せ
た
「
藤
園
堂
文
庫
調
査
の

記
」
（
岡
本
勝
氏
）
は
、
発
行
直
後
、

藤
園
堂
主
人
伊
藤
健
氏
の
計
報
に
接
し
、

は
か
ら
ず
も
追
柵
の
一
文
と
な
っ
た
。

国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
は
十
一
月

十
一
日
十
二
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て

開
催
さ
れ
、
九
つ
の
研
究
発
表
と
、
カ

レ
ン
・
ブ
ラ
ゼ
ル
当
館
客
員
教
授
、
郡

司
正
勝
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
の
公
開

講
演
が
行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
の
べ
九

十
五
名
、
う
ち
海
外
か
ら
は
約
三
十
二

名
で
あ
っ
た
。

ｰ

六
十
一
年
版
か
ら
は
単
行
本
目
録
そ
の

他
を
も
Ｃ
Ｔ
Ｓ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
タ
イ

プ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
）
に
よ
り
印
刷
す
る

よ
う
に
シ
ス
テ
ム
開
発
を
行
っ
た
の
で
、

六
十
二
年
版
か
ら
は
最
初
か
ら
Ｃ
Ｔ
Ｓ

用
の
デ
ー
タ
シ
ー
ト
に
デ
ー
タ
を
記
入

し
、
一
覧
、
索
引
等
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

支
援
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
。
し
か
し
そ

の
過
程
で
い
く
つ
か
改
善
す
べ
き
点
が

あ
り
、
ま
た
印
刷
所
と
の
間
に
若
干
理

解
の
差
が
あ
っ
た
り
、
ま
た
印
刷
所
が

消
費
税
と
の
関
係
で
年
度
末
の
業
務
が

滞
積
し
て
い
た
り
で
当
初
の
作
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
遅
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
次

年
度
か
ら
は
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
刊
行
で

き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

年
鑑
印
刷
の
Ｃ
Ｔ
Ｓ
化
に
よ
り
今
後

は
毎
年
の
論
文
目
録
等
の
デ
ー
タ
が
同

時
に
磁
気
テ
ー
プ
で
納
入
さ
れ
る
見
通

し
が
立
っ
た
の
で
、
論
文
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
も
本
格
的

に
準
備
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
た
め
本
年
度
か
ら
論
文
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
予
算
項
目
が
立
て
ら
れ
、
自
動

的
に
用
語
を
切
り
出
し
、
カ
ナ
付
け
す

る
た
め
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
函
シ
も
勺
宇

二
ｍ
の
の
が
導
入
さ
れ
、
こ
れ
を
使
用

し
て
論
文
タ
イ
ト
ル
か
ら
用
語
を
切
り

出
し
、
カ
ナ
付
け
を
行
い
、
そ
れ
を
人

が
判
断
し
て
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
付
加

へ

）

す
る
こ
と
が
で
き
る
周
辺
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
発
、
た
だ
ち
に
テ
ス
ト
を
行
っ
た
。

ま
た
、
論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
オ
ン

ラ
イ
ン
検
索
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の

事
業
用
の
検
索
シ
ス
テ
ム
す
な
わ
ち
、

な
れ
な
い
利
用
者
に
も
使
い
易
く
、
か

つ
、
利
用
者
管
理
、
課
金
処
理
が
自
動

的
に
行
な
え
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、

情
報
処
理
室
と
協
議
し
基
本
設
計
を
行

っ
た
。

情
報
処
理
室

電
子
計
算
機
の
運
用
・
運
転
を
除
く

昭
和
六
十
三
年
度
事
業
は
、
以
下
の
よ

う
に
実
施
し
た
。

㈲
目
録
作
成

定
常
的
な
業
務
と
し
て

①
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
資

料
目
録
（
一
九
八
八
）

②
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
逐
次
刊
行

物
目
録
二
九
八
九
）
の
版
下
作

成
を
行
っ
た
。

口
デ
ー
タ
入
力
等

上
記
目
録
用
デ
ー
タ
及
び
そ
の
他
の

デ
ー
タ
合
せ
て
七
一
、
六
七
○
件
の

デ
ー
タ
入
力
を
行
っ
た
。

日
シ
ス
テ
ム
開
発

以
下
の
シ
ス
テ
ム
開
発
を
行
っ
た
。

①
古
典
籍
マ
ス
タ
ー
フ
ァ
イ
ル
作
成

シ
ス
テ
ム
開
発

古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
マ
ス
タ
ー
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
、

多
様
な
用
途
に
応
ず
る
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
た
。
古
典
籍
総
合
目
録

出
版
へ
の
Ｃ
Ｔ
Ｓ
用
マ
ス
タ
ー
作

成
に
用
い
ら
れ
る
。

②
和
古
書
目
録
デ
ー
タ
形
式
変
換
シ

ス
テ
ム
開
発

当
館
所
蔵
和
古
書
目
録
の
デ
ー
タ

を
古
典
籍
総
合
目
録
に
取
り
込
む

た
め
の
デ
ー
タ
形
式
変
換
を
行
う

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

③
論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
オ
ン
ラ
イ

ン
公
開
シ
ス
テ
ム
開
発
（
基
本
設

計
）平

成
２
年
度
に
公
開
予
定
の
論
文

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
シ
ス
テ
ム

の
基
本
設
計
を
行
っ
た
。
な
お
、

平
成
元
年
度
に
は
詳
細
設
計
、
コ

ー
デ
ィ
ン
グ
等
を
行
う
予
定
で
あ

る
。

④
計
算
機
利
用
状
況
管
理
シ
ス
テ
ム

開
発

計
算
機
の
利
用
状
況
、
グ
ラ
フ
等

を
自
動
的
に
作
成
す
る
た
め
の
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。

な
お
、
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
総
索
引

を
Ｃ
Ｔ
Ｓ
に
よ
り
出
版
す
る
た
め
の
開

発
を
行
っ
た
。

（
研
究
情
報
部
長
）

－ 5－
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当
部
が
担
当
す
る
業
務
（
資
料
の
受
‐

入
、
整
理
、
保
存
、
利
用
サ
ー
ビ
ス
及

び
参
考
業
務
、
公
開
講
演
会
の
開
催
、

展
示
等
）
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
も
順

調
に
進
展
し
た
。
、

ま
た
、
昭
和
六
十
年
度
か
ら
保
存
用

ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
の
外
部
保
管
委
託
を
実

施
し
て
い
る
が
、
昭
和
六
ナ
ー
年
度
収

、

集
分
九
五
五
リ
ー
ル
を
追
加
委
託
し
、

総
計
一
五
、
○
七
一
‐
リ
ー
ル
と
な
っ
た
。

例
年
実
施
し
て
い
る
監
査
に
際
し
て
は
、

監
査
実
施
要
領
に
基
づ
き
当
部
か
ら
も

検
査
員
を
派
遣
し
、
保
存
用
ネ
ガ
フ
ィ

ル
ム
の
保
管
状
況
等
を
検
査
し
た
。

部
内
の
異
動
は
教
官
で
は
平
成
元
年

四
月
一
日
付
で
岡
雅
彦
助
教
授
が
文
献

資
料
部
へ
移
り
、
三
月
三
一
日
付
で
小

野
尚
志
助
手
が
帝
京
大
学
文
学
部
助
教

授
に
就
任
し
た
。
後
任
と
し
て
名
古
屋

大
学
大
学
院
修
了
の
加
藤
洋
介
助
手
を

迎
え
た
。

事
務
官
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
四
月

一
日
付
で
大
石
博
昭
事
務
官
が
横
浜
国

立
大
学
へ
、
鈴
木
康
生
事
務
官
が
名
古

屋
大
学
へ
転
出
し
、
後
任
と
し
て
伊
藤

整
理
閲
覧
部
事
業
報
告

本
田
康
雄

ー
雅
子
事
務
官
が
着
任
し
た
。

Ｈ
整
理
閲
覧
室

⑪
資
料
の
受
入

昭
和
六
十
三
年
度
の
受
入
資
料
数
は
、

マ
イ
ク
ロ
資
料
（
ロ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
一
、

七
六
七
リ
ー
ル
、
紙
焼
写
真
本
一
、
九

九
八
冊
）
、
図
書
（
一
○
、
三
六
三
冊
）
、

逐
次
刊
行
物
（
継
続
受
入
雑
誌
一
、
七

一
六
誌
ｌ
全
所
蔵
タ
イ
ト
ル
数
三
、
三

三
六
タ
イ
ト
ル
）
、
雑
誌
製
本
（
三
五

○
冊
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
昭
和

六
十
三
年
度
末
で
の
全
蔵
書
数
は
、
別

表
の
と
お
り
と
な
っ
た
。

②
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
整
理

マ
イ
ク
ロ
資
料
の
整
理
は
、
多
和
文

庫
他
二
一
文
庫
、
七
、
二
一
○
点
を
終

え
、
「
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
一
九
八
八

年
」
を
刊
行
し
た
。

⑥
図
書
資
料
の
整
理
等

約
二
、
○
○
○
点
の
新
刊
書
を
整
理

し
、
カ
ー
ド
目
録
を
作
成
し
た
。
峡
作

成
、
補
修
を
例
年
通
り
行
っ
た
。

仙
古
典
作
品
典
拠
フ
ァ
イ
ル
作
成
事
業

約
六
五
、
○
○
○
件
の
パ
ン
チ
、
校

正
を
終
え
た
。
本
事
業
は
五
年
計
画
の

最
終
年
を
迎
え
た
が
、
パ
ン
チ
件
数
は

当
初
目
標
を
大
き
く
上
回
り
、
約
二
三

五
、
○
○
○
件
に
達
し
た
。
次
年
度
以

降
も
、
「
国
書
総
目
録
」
（
約
四
十
万

件
）
全
項
目
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
め

ざ
し
て
、
作
業
を
継
続
す
る
予
定
で
あ

る
。

⑤
古
典
籍
総
合
目
録
作
成
事
業

こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
九
○
、
○
○

○
件
余
の
書
誌
デ
ー
タ
を
収
録
し
た
印

刷
冊
子
体
目
録
を
、
岩
波
書
店
よ
り
刊
行

す
る
こ
と
が
本
決
ま
り
と
な
り
、
デ
ー
タ

の
整
合
性
チ
ェ
ッ
ク
や
版
下
形
式
で
の

見
直
し
を
は
じ
め
、
刊
行
に
伴
う
追
い
こ

み
の
作
業
に
全
力
を
傾
け
た
。
ま
た
、
当

館
蔵
の
和
古
書
も
収
録
す
る
こ
と
に
な

り
、
既
存
の
和
古
書
目
録
デ
ー
タ
の
形
式

変
換
、
取
り
込
み
の
作
業
も
平
行
し
て

行
っ
た
。
古
典
籍
総
合
目
録
は
「
国
書
総

目
録
」
の
続
編
と
し
て
来
年
二
月
に
は

刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

⑥
閲
覧
業
務

昭
和
六
十
三
年
度
は
、
来
館
利
用
に

よ
る
入
室
者
数
が
七
、
九
二
八
人
二

日
平
均
二
九
人
）
、
文
献
複
写
が
二
○
、

七
一
○
件
二
日
平
均
七
六
件
）
で
あ

っ
た
。
前
年
度
に
比
べ
て
、
入
室
者
数

は
や
、
減
少
し
た
も
の
の
、
文
献
複
写

は
増
加
し
た
。
利
用
登
録
者
は
累
計

（
三
月
末
ま
で
）
で
二
○
、
九
五
八
人

ー

に
達
し
た
。
一
方
、
相
互
利
用
（
郵
送

に
よ
る
文
献
複
写
・
貸
出
）
の
申
込
受
付

は
、
二
、
二
四
六
件
で
前
年
度
に
比
べ
て

大
巾
に
増
加
し
た
（
五
○
％
増
）
。
当
館

で
は
、
共
同
利
用
機
関
と
し
て
、
国
文
学

の
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
直
接

来
館
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
遠
隔
地
の

利
用
者
を
援
助
す
る
意
味
で
、
相
互
協

力
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た

が
、
今
後
は
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
。ま

た
、
例
年
ど
お
り
、
四
月
末
か
ら

五
月
上
旬
に
か
け
て
資
料
の
く
ん
蒸
、

三
月
末
に
蔵
書
点
検
を
実
施
し
た
。

な
お
、
本
年
一
月
か
ら
国
の
行
政
機

関
は
、
第
二
・
第
四
土
曜
日
の
閉
庁
が

実
施
さ
れ
た
が
、
当
館
で
は
従
来
ど
お

所蔵資料統計別表

(平成元年3月末現在）
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り
土
曜
日
（
午
後
も
）
も
閲
覧
業
務
を

行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

、
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
加
工

熊
本
大
学
附
属
図
書
館
（
北
岡
文

庫
）
他
三
十
五
文
庫
、
一
、
一
三
四
リ

ー
ル
の
作
業
用
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
を
作
製
、

整
理
し
た
。
閲
覧
用
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
は
、

一
、
○
三
五
リ
ー
ル
作
製
し
、
六
十
三

年
度
収
集
分
の
加
工
を
ほ
ぼ
終
了
し
た
。

紙
焼
写
真
本
は
、
一
、
九
九
八
冊
作
製

し
閲
覧
に
供
し
て
い
る
。

口
参
考
室

⑪
参
考
業
務

日
常
業
務
と
し
て
、
参
考
質
問
の
受

付
・
回
答
に
従
事
し
、
参
考
図
書
の
充
実

と
参
考
開
架
閲
覧
室
の
維
持
に
あ
た
っ
た
。

②
公
開
講
演
会
及
び
展
示
会

国
文
学
の
普
及
業
務
と
し
て
、
次
の
と

お
り
公
開
講
演
会
・
展
一
蚕
室
を
開
催
し
た
。

●
公
開
講
演
会

第
羽
回
（
６
月
４
日
、
於
当
館
）

「
馬
琴
の
中
国
小
説
評
」
徳
田
武
（
明

治
大
学
教
授
）
、
「
世
界
の
中
の
日
本

文
学
」
池
田
重
（
青
山
学
院
大
学
教
授
）
。

第
”
回
（
如
月
羽
日
、
於
熊
本
市
・

熊
本
市
立
図
書
館
）

「
熊
本
の
文
明
開
化
ｌ
新
聞
小
説
の

発
生
ｌ
」
本
田
康
雄
（
国
文
学
研
究

資
料
館
教
授
）
、
「
細
川
幽
斎
の
文

事
」
荒
木
尚
（
熊
本
大
学
教
授
）
。

ｰ
●
第
ｎ
回
夏
期
公
開
講
演
会
「
仏
教
と

文
学
」
（
７
月
犯
日
～
釦
日
、
於
当

館
）犯

日
「
源
氏
物
語
の
仏
教
ｌ
光
る

君
の
場
合
ｌ
」
丸
山
キ
ヨ
子
（
東
京

女
子
大
学
名
誉
教
授
）
、
「
中
世
説
話

ｌ
遁
世
者
の
面
影
Ｉ
」
三
木
紀
人

（
お
茶
の
水
女
子
大
学
教
授
）
。

調
日
「
西
行
の
和
歌
に
見
ら
れ
る

迷
い
の
諸
相
」
高
木
き
よ
子
（
東
洋

大
学
教
授
）
、
「
日
蓮
の
法
語
」
今
成

元
昭
（
立
正
大
学
教
授
）
。

釦
日
「
日
本
禅
僧
の
詩
」
中
川
徳

之
助
（
比
治
山
女
子
短
期
大
学
教

授
）
、
「
説
教
と
話
芸
」
関
山
和
夫

（
仏
教
大
学
教
授
）
。

●
常
設
展
示

第
犯
回
「
和
書
の
さ
ま
ざ
ま
」
（
４

月
ｎ
日
～
６
月
唱
日
）
。

第
調
回
「
名
所
と
文
学
」
（
７
月
肥

日
～
ｎ
月
吃
日
）
。

第
㈹
回
「
狂
歌
」
（
ｎ
月
犯
日
～
３

月
型
日
）
。

な
お
、
第
ｎ
回
夏
期
公
開
講
演
会
の

筆
録
集
で
あ
る
「
仏
教
と
文
学
（
国
文

学
研
究
資
料
館
講
演
集
い
）
」
を
刊
行

し
、
大
学
図
書
館
等
へ
の
寄
贈
の
ほ
か
、

希
望
者
に
も
配
布
し
て
い
る
。

（
整
理
閲
覧
部
長
）

）

マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
の

Ｃ
Ｄ
ｌ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
試
作
に
つ
い
て

研
究
情
報
部
安
、
水
尚
志

科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
試
験
研
本
研
究
の
成
果
と
し
て
、
パ
ソ
コ
ン

究
仙
「
国
文
学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
Ｃ
Ｄ
上
で
運
用
可
能
な
検
索
シ
ス
テ
ム
が
試

Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
出
版
・
利
用
に
関
す
作
さ
れ
て
い
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
慣

る
実
用
化
試
験
研
究
」
（
代
表
・
小
山
れ
て
い
な
い
利
用
者
を
想
定
し
た
簡
易

弘
志
館
長
）
の
研
究
成
果
の
一
つ
と
し
メ
ニ
ュ
ー
方
式
に
よ
る
検
索
シ
ス
テ
ム

て
、
Ｃ
Ｄ
ｌ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
並
び
に
そ
の
検
索
と
、
や
や
高
度
な
利
用
が
可
能
な
コ
マ

シ
ス
テ
ム
を
試
作
し
た
。
ン
ド
方
式
の
二
種
類
を
開
発
し
た
。
い

本
研
究
の
ね
ら
い
は
、
づ
れ
も
、
目
下
科
研
分
担
者
や
あ
る
い

①
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
へ
の
挑
戦
は
図
書
館
現
場
で
の
利
用
実
験
を
進
め

②
目
録
咽
デ
ー
タ
に
適
し
た
デ
ー
タ
構
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
年
度
内
に
は
、
一

造
（
索
引
を
含
む
）
と
検
索
機
能
の
検
討
応
の
評
価
分
析
を
終
了
の
予
定
で
あ
る
。

③
国
文
学
の
特
徴
を
生
か
し
た
検
索
主
た
る
特
徴
と
し
て
は
、
国
文
学
に

機
能
の
検
討
適
切
と
思
わ
れ
る
シ
ソ
ー
ラ
ス
機
能
の

④
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
環
境
で
の
デ
ー
タ
実
現
、
Ｊ
ｌ
Ｓ
外
文
字
を
使
用
可
能
と

ベ
ー
ス
利
用
方
式
の
検
討
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
動
作
環
境
と
し
て
は
、
と
り
あ
え
ず

Ｃ
Ｄ
ｌ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
は
、
当
館
で
オ
ン
ラ
最
も
普
及
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
Ｎ
Ｅ

イ
ン
サ
ー
ビ
ス
公
開
中
の
マ
イ
ク
ロ
資
料
Ｃ
社
製
パ
ソ
コ
ン
Ｐ
Ｃ
Ｉ
９
８
０
１
シ

目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
格
納
す
る
こ
と
を
リ
ー
ズ
を
開
発
対
象
と
し
て
い
る
。
Ｃ

試
み
た
。
約
一
○
万
件
で
、
約
一
○
○
Ｍ
Ｂ
Ｄ
ｌ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
ド
ラ
イ
バ
が
必
要
で
、
こ

の
容
量
の
デ
ー
タ
（
索
引
デ
ー
タ
を
含
れ
に
は
各
社
製
品
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
ソ
ニ
ー
、

む
）
で
あ
る
の
で
、
蓄
積
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
日
立
等
）
を
考
慮
し
て
い
る
。

も
、
Ｃ
Ｄ
ｌ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
が
最
も
適
し
て
い
る
興
味
の
あ
る
方
は
、
情
報
処
理
室
ま

と
考
え
ら
れ
る
。
容
量
的
に
は
、
ま
だ
四
○
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

○
Ｍ
Ｂ
近
い
容
量
が
あ
り
、
あ
と
五
十
年
な
お
、
本
年
度
以
降
古
典
本
文
テ
キ

分
位
の
マ
イ
ク
ロ
資
料
目
録
を
蓄
積
す
る
ス
ト
等
の
蓄
積
に
つ
い
て
検
討
す
る
予

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
定
で
あ
る
。

－7－
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く
ら
ひ
α
‘
大
菫
夛
他

室
町
末
期
の
謡
伝
書
。
厚
手
の
楮
紙
大
事
条
々
と
か
ら
な
る
元
頼
伝
書
の
一
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、
一
方
で
享

十
枚
の
継
紙
で
、
紙
高
一
八
・
五
糎
、
本
で
、
同
内
容
の
記
事
は
、
多
く
の
室
事
条
々
」
に
相
当
す
る
記
事
が
、
百
冬

全
長
八
三
○
糎
。
料
紙
の
長
さ
は
第
一
町
末
期
伝
書
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
性
格
近
い
大
事
の
ご
く
一
部
、
わ
ず
か
十
一

紙
（
五
二
糎
）
と
最
終
紙
（
一
三
糎
）
や
各
伝
書
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
表
条
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
、
元
頼
伝
書
の

を
除
い
て
各
九
五
糎
程
度
。
本
文
は
一
章
氏
に
「
室
町
末
期
の
謡
伝
書
の
性
格
成
立
や
書
写
過
程
の
複
雑
さ
を
示
唆
－

行
一
二
～
一
六
字
程
度
で
全
四
六
○
ｌ
「
節
章
句
秘
伝
之
抄
」
考
ｌ
」
（
「
日
て
い
る
。

行
。
室
町
末
江
戸
初
期
写
。
朱
で
区
切
本
文
学
誌
要
」
喝
．
Ⅳ
号
、
『
能
楽
史
「
く
ら
ひ
の
大
事
」
に
あ
る
百
十
黍

点
、
濁
点
、
鉤
印
を
付
す
。
ま
た
、
振
新
考
」
所
収
）
の
詳
細
な
御
研
究
が
あ
の
曲
名
は
以
下
の
通
り
（
右
上
に
＊
印

り
仮
名
や
濁
点
、
補
訂
な
ど
が
別
筆
で
り
、
「
節
章
句
秘
伝
之
抄
」
に
含
ま
れ
の
あ
る
曲
は
「
音
曲
秘
伝
之
抄
」
に
字

加
え
ら
れ
て
い
る
。
冒
頭
に
「
く
ら
ひ
る
「
音
曲
秘
伝
之
抄
」
・
「
大
事
条
事
の
な
い
も
の
）
。

の
大
事
」
と
題
し
た
百
十
番
の
曲
の
位
々
」
に
つ
い
て
は
、
同
氏
に
よ
る
翻
印
＊
う
の
羽
・
＊
難
波
の
梅
・
＊
玉
の

に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
り
、
「
右
百
十
校
訂
が
「
細
川
五
部
伝
書
」
（
法
政
大
井
・
＊
老
松
．
く
せ
の
戸
・
く
荊

番
の
く
ら
ひ
書
二
百
番
二
あ
た
る
へ
き
学
能
楽
研
究
所
編
「
能
楽
資
料
集
成
」
は
・
高
砂
・
実
盛
・
や
し
ま
・
ゑ
か

者
也
」
の
識
語
の
あ
と
、
「
又
扇
之
大
事
」
２
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
表
氏
が
そ
ら
・
清
経
・
兼
平
・
み
ち
も
り
・
中

（
二
条
）
、
「
ま
く
の
あ
け
や
う
の
大
事
」
こ
で
提
起
さ
れ
た
問
題
の
幾
つ
か
は
、
度
・
景
清
・
松
風
・
ゆ
や
・
野
方

（
五
条
）
、
「
お
も
て
の
大
事
」
（
二
条
）
、
本
書
の
出
現
に
よ
っ
て
新
た
な
解
答
を
宮
．
は
せ
を
・
江
口
・
井
つ
、
・
々

「
心
之
大
事
」
（
二
条
）
と
、
演
能
に
つ
得
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
本
書
の
著
か
ほ
・
朝
顔
・
定
家
・
＊
三
井
イ

い
て
の
心
構
え
を
記
し
た
条
が
続
く
。
し
い
特
長
は
、
「
音
曲
秘
伝
」
に
相
当
ら
・
＊
百
万
・
＊
桜
川
・
土
車
・
小

巻
末
に
す
る
記
事
が
他
の
諸
本
で
は
八
十
九
番
塩
・
む
つ
ら
・
西
行
桜
・
遊
行
柳
・

右
此
大
事
観
世
弥
次
郎
の
み
で
あ
る
の
に
、
百
十
番
す
べ
て
の
た
え
ま
．
海
士
・
と
を
る
・
大
会
・

書
物
慥
写
進
入
申
者
也
記
事
が
揃
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
鞍
馬
天
狗
・
せ
か
ひ
・
山
う
は
・
舟

観
世
小
次
郎
も
曲
の
順
序
に
は
、
秩
序
立
っ
た
配
列
弁
慶
・
紅
葉
か
り
・
そ
と
は
小
町
・

元
亀
元
年
五
月
三
日
元
頼
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
。
奥
書
に
つ
い
て
関
寺
小
町
・
通
小
町
・
清
重
・
に
Ｉ

の
識
語
あ
る
も
、
花
押
は
な
く
元
頼
自
も
神
宮
文
庫
本
「
塵
芥
抄
」
に
見
ら
れ
き
と
．
＊
夜
う
ち
そ
か
．
＊
小
袖
子

筆
と
は
断
定
し
が
た
い
。
る
「
右
ハ
観
世
弥
次
郎
大
事
慥
写
者
也
か
・
春
栄
・
こ
か
ふ
・
＊
萱
苅
・
輩

本
書
は
、
観
枇
宗
家
蔵
「
観
世
小
次
元
亀
元
年
五
月
五
日
観
世
小
次
郎
元
頼
し
れ
ん
こ
し
．
＊
東
岸
居
士
・
＊
吐

郎
書
」
に
代
表
さ
れ
る
、
音
曲
秘
伝
と
永
田
源
十
部
殴
一
の
識
語
と
の
関
係
が
う
か
僧
．
＊
あ
た
か
・
＊
浮
舟
・
輩

勅
収
資
料
紹
介
⑳

、
み
・
大
原
御
圭

①
「
音
曲
秘
伝
今

は
〈
騨
型
口
〉
の

言－5．

船＊
。①

道に
引91

－8－
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国文学研究資料館

国際日本文学研究集会第13回

131hlnternationalConferenceonjapaneseLiteraiureinJapan

とき：平成元年ll月10日（金）～ll日（土）ところ：国文学研究盗料館

11月10日（金）

あいさつ（13：20～）

研究発表（13：30～17：15）

①江戸初期文献による男色史

①杜甫の「春望」と芭蕪

③江戸時代の漢詩とリアリズム

④「春雨物語」「目ひとつの神」の世界

⑤江戸文壇における「水許伝」の形跡

⑥「里見八犬伝」の龍女たち

11月11日（土）

研究発表(10:30～11:40)

⑦夏目漱石の漢詩と小説とのかかわり
－「三四郎」における「雲」－

⑧日本近代文学における西洋演劇受容
一森鴎外を中心に－

公 開 講

戯作の作者、作者の戯作

存華と佐助

小山弘志（国文学研究資料館長）

PaulSCHALOW(ラトガーズ大学）

曹元春（東北師範大学）

MarguerileOYA(埼玉大学）

金玉姫（お茶の水女子大学大学院）

胡凱（吉林大学）

小谷野敦（東京大学大学院）

酋
日 秋桂（広島大学大学院）

金子幸代（明治大学）

演(13:00~15:30)－脇澗無料一

SumieJONES(インディアナ大学準教授）

薬恒平（作家）

用語

参加費

申込方法

参加申込締切

連絡 先

日本語

3,000円

はがきに①氏名（ふりがな）②住所③現職（所属）④専攻を記しておIIIし込みください。

平成元年10月31日（火）当II受付もいたします。

'五l文学研究資料館研究備報部↑l'i報案内

'五l際日本文学研究集会事務同

〒142東京都III!川区豊町l-16-10地話03(785)7131内線402．403

－9－
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評
磯
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

平
成
元
年
六
月
二
十
八
日
付
け
で
国

立
学
校
設
置
法
等
の
一
部
改
正
が
行
わ

れ
、
従
来
の
評
議
員
で
構
成
す
る
会
議

が
評
議
員
会
と
い
う
合
議
体
と
な
り
、

第
一
回
評
議
員
会
が
、
平
成
元
年
七
月

十
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
、
会
長
に
阿

部
秋
生
評
議
員
が
、
副
会
長
に
児
玉
幸

多
評
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。
議

委
員
会
日
誌

平
成
元
年

５
月
８
日

９
月
７
日

９
月
１
日

７
月
加
日

７
月
皿
日

６
月
Ｍ
日

５
月
釦
日

５
月
銅
日

彙
報

国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
委
員
会
（
第
一
回
）

国
文
学
文
献
資
料
収
集

計
画
委
員
会
（
第
一
回
）

国
文
学
文
献
資
料
調
査

員
会
議
（
総
会
）

文
献
目
録
委
員
会
（
第

一
回
）

共
同
研
究
委
員
会
（
第

一
回
）

文
献
目
録
委
員
会
（
第

二
回
）

国
際
日
本
文
学
研
究
集

会
委
員
会
（
第
二
回
）

情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
運

用
委
員
会
（
第
一
回
）

P

ー

事
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
名
誉
教
授

の
承
認
、
管
理
運
営
の
概
況
、
昭
和
六

十
三
年
度
事
業
報
告
及
び
平
成
二
年
度

概
算
要
求
に
つ
い
て
評
議
が
行
わ
れ

た
。運

営
協
議
員
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

本
年
度
第
一
回
運
営
協
議
員
会
識
が

平
成
元
年
六
月
二
十
三
日
（
金
）
に
開

催
さ
れ
、
議
事
は
、
国
文
学
研
究
資
料

館
名
誉
教
授
の
候
補
者
、
教
官
人
事
、

管
理
運
営
の
概
況
、
昭
和
六
十
三
年
度

事
業
報
告
及
び
平
成
二
年
度
概
算
要
求

に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

外
国
人
研
究
員

ジ
ャ
ク
リ
ー
ヌ
・
ビ
ジ
ョ
ー

フ
ラ
ン
ス
共
和
国

現
職
パ
リ
第
七
大
学
教
授

研
究
題
目
お
伽
草
子
の
研
究

期
間
平
成
元
年
４
月
５
日
～

平
成
元
年
９
月
４
日

公
立
大
学
研
修
員

石
川
一

現
職
広
島
女
子
大
学
文
学
部

助
教
授

研
究
題
目
新
古
今
歌
人
の
研
究

期
間
平
成
元
年
皿
月
１
日
～

平
成
２
年
３
月
訓
日

外
国
出
張

松
方
純

渡
航
先

目
的

海
外
研
修
旅
行

森
安
彦

渡
航
先
韓
国

目
的
歴
史
遺
跡
等
の
調
査
と

山
崎
誠

小
峯
和
明

竹
下
義
人

渡
航
先

目
的

安
藤
正
人

渡
航
先

目
的

期
間

期
間

期
間

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
及

び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
に
関
す
る
調
査

平
成
元
年
７
月
躯
日
～

平
成
元
年
７
月
釦
日

イ
タ
リ
ア

第
二
回
ア
ー
キ
ビ
ス
ト

養
成
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
出
席
及
び
文
書
館
専

門
職
の
養
成
に
関
す
る

調
査
研
究

平
成
元
年
９
月
３
日
～

平
成
元
年
９
月
皿
日

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

在
米
国
文
学
資
料
の
所

在
に
関
す
る
調
査

平
成
元
年
８
月
加
日
～

平
成
元
年
９
月
５
日

ー

人
事
異
動
（
平
成
元
年
３
月
～
平
成
元

年
８
月
）

（
採
用
）
平
成
元
年
４
月
１
日
付

文
部
教
官
（
文
献
資
料
部
助
手
）

深
澤
真
二

文
部
教
官
（
整
理
閲
覧
部
助
手
）

加
藤
洋
介

（
転
入
）
平
成
元
年
４
月
１
日
付

文
部
教
官
（
研
究
情
報
部
教
授
）

新
井
栄
蔵
（
奈
良
女
子
大
学
教
授
か

ら
）

文
部
教
官
（
研
究
情
報
部
助
教
授
）

松
方
純
（
東
京
大
学
助
手
か
ら
）

（
配
置
換
）
平
成
元
年
４
月
１
日
付

文
部
教
官
（
文
献
資
料
部
助
教
授
）

岡
雅
彦
（
整
理
閲
覧
部
助
教
授
か

ら
）（

転
出
）
平
成
元
年
４
月
１
日
付

資
料
館
（
博
物
館
）
の

視
察

期
間
平
成
元
年
９
月
３
日
～

平
成
元
年
９
月
ｍ
日

岡
雅
彦

渡
航
先
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

目
的
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

及
び
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

の
和
書
調
査

期
間
平
成
元
年
９
月
加
日
～

平
成
元
年
如
月
、
日

I
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文
部
教
官
（
史
料
館
助
手
）

笠
谷
和
比
古
（
国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
へ
）

（
停
年
退
職
）
平
成
元
年
３
月
釦
日
限

り文
部
教
官
（
研
究
情
報
部
教
授
）

棚
町
知
弥
（
園
田
学
園
女
子
大
学
就

職
）（

辞
職
）
平
成
元
年
３
月
証
日
付

文
部
教
官
（
文
献
資
料
部
教
授
）

渡
邊
守
邦
（
実
践
女
子
大
学
就
職
）

文
部
教
官
（
文
献
資
料
部
助
手
）

吉
海
直
人
（
同
志
社
女
子
大
学
就
職
）

文
部
教
官
（
整
理
閲
覧
部
助
手
）

小
野
尚
志
（
帝
京
大
学
就
職
）

（
客
員
教
授
）
平
成
元
年
４
月
１
日
～

平
成
２
年
３
月
剖
日

文
献
資
料
部
大
曽
根
章
介
（
中
央
大

学
教
授
）

（
併
任
）
平
成
元
年
４
月
１
日
付

研
究
情
報
部
長
山
中
光
一

（
併
任
）
平
成
元
年
４
月
１
日
～

平
成
元
年
９
月
釦
日

文
部
教
官
（
文
献
資
料
部
助
教
授
）

森
正
人
（
熊
本
大
学
助
教
授
）

（
配
置
換
）
平
成
元
年
７
月
１
日
付

文
部
教
官
（
史
料
館
助
手
）

山
田
哲
好
（
史
料
館
事
務
官
か
ら
）

1

）
国
文
学
研
究
資
料
館
名
誉
教
授
の
称
号

授
与国

文
学
研
究
資
料
館
名
誉
教
授
称
号

授
与
規
程
に
基
づ
き
、
平
成
元
年
７
月

、
日
付
け
で
、
次
の
二
名
の
方
に
名
誉

教
授
の
称
号
が
授
与
さ
れ
た
。

○
棚
町
知
弥
大
正
Ｍ
年
８
月
劃
日
生

昭
和
弱
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
元
年

３
月
別
日
ま
で
教
授
と
し
て
在
職
。

○
渡
邊
守
邦
昭
和
吃
年
ｎ
月
２
日
生

昭
和
宛
年
４
月
１
日
か
ら
助
教
授
と
し

て
在
職
、
引
続
き
昭
和
弱
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
元
年
３
月
別
日
ま
で
教

授
と
し
て
在
職
。

国
文
学
研
究
資
料
館
永
年
勤
続
者
の
表

彰
国
文
学
研
究
資
料
館
永
年
勤
続
者
表

彰
規
程
に
基
づ
き
、
平
成
元
年
５
月
１

日
付
け
で
、
次
の
方
に
表
彰
状
を
授
与

し
、
記
念
品
の
銀
盃
を
贈
呈
し
た
。

○
黒
瀧
裕
（
管
理
部
会
計
課
総
務
係
長
）

新
収
資
料
展

ｌ
昭
和
帥
～
昭
和
舵
年
度
期
Ｉ

第
岨
回
特
別
展
示

皿
月
１
日
伽
～
ｕ
月
喝
日
㈱

〈
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）
於
・
・
・
展
示
室

ｌ
文
庫
紹
介
ロ

八
戸
市
立
図
書
館
南
部
家
文
庫
・
百
仙
洞
文
庫

南
部
家
家
臣
の
相
互
扶
助
組
織
で
あ
の
）
江
戸
の
堂
上
派
武
家
歌
壇
資
料
と

っ
た
書
物
仲
間
を
継
承
、
明
治
七
年
八
し
て
注
目
さ
れ
る
（
国
元
八
戸
の
も
の

戸
書
籍
縦
覧
所
が
発
足
し
て
以
来
の
継
で
は
な
く
江
戸
屋
敷
伝
来
本
で
あ
る
）
。

続
し
た
歴
史
を
持
つ
図
書
館
で
、
安
藤
即
ち
、
中
院
通
茂
の
学
統
を
引
く
指
導

昌
益
資
料
の
整
備
な
ど
充
実
し
た
内
容
者
で
、
い
ず
れ
も
麻
布
に
住
ん
だ
連
阿

と
活
動
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
〈
享
保
期
、
武
者
小
路
実
陰
門
。
時
宗
僧
）

南
部
家
本
は
、
寛
文
四
年
二
六
六
と
そ
の
門
弟
亨
弁
（
元
文
～
宝
暦
。
烏

四
）
に
盛
岡
藩
か
ら
分
藩
し
て
二
万
石
丸
光
栄
門
。
日
蓮
宗
僧
）
の
二
代
に
わ

を
領
し
た
八
戸
藩
主
南
部
家
の
蔵
書
で
、
た
る
歌
井
（
中
古
中
世
の
撰
集
・
歌
学

そ
の
大
半
は
明
治
初
年
の
廃
藩
置
県
で
書
・
物
語
等
を
含
み
、
当
代
の
歌
作
・

撤
収
さ
れ
る
ま
で
江
戸
麻
布
市
兵
衛
町
歌
論
・
文
章
に
及
ぶ
）
が
基
幹
を
な
し

の
藩
邸
に
伝
来
さ
れ
て
い
た
書
籍
で
あ
て
い
る
の
で
あ
る
。

っ
た
。
そ
の
一
部
は
散
供
し
た
が
、
二
百
仙
洞
文
庫
は
八
戸
町
長
を
勤
め
た

千
点
一
万
五
千
冊
に
及
ぶ
国
書
、
二
百
北
村
益
（
号
百
仙
洞
古
心
）
氏
の
旧
蔵

点
二
千
冊
程
の
漢
籍
・
準
漢
籍
は
昭
和
書
で
、
子
孫
の
作
家
北
村
小
松
氏
の
寄

四
十
二
年
八
戸
市
立
図
書
館
に
寄
託
さ

贈
本
。
中
心
は
俳
書
で
、
四
世
星
彌
庵

れ
た
。
程
な
く
東
北
地
区
の
国
文
研
究
の
集
書
等
約
二
百
点
が
あ
る
二
国
書

者
に
よ
る
調
査
が
進
み
、
途
中
か
ら
は

分
類
目
録
一
二
所
収
）
。

折
し
も
発
足
し
た
国
文
学
研
究
資
料
館
当
館
で
は
、
こ
の
ほ
か
の
遠
山
家
（
家

の
調
査
を
兼
ね
た
整
理
が
加
え
ら
れ
て
、
老
職
）
本
、
書
物
仲
間
等
同
有
図
書
、

「
八
戸
市
立
図
書
館
国
書
分
類
目
録
三
八
戸
青
年
会
本
等
の
和
本
全
て
の
調
査

が
当
館
の
監
修
で
刊
行
さ
れ
た
（
な
お
、
を
終
了
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
南
部
家

「
漢
籍
分
類
目
録
」
〈
東
大
東
洋
文
化
研
本
は
収
集
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
撮

究
所
監
修
〉
も
あ
る
）
。
影
）
も
完
了
し
利
用
可
能
で
あ
る
。

五
代
藩
主
智
信
が
寛
保
延
享
年
間
に
八
戸
駅
か
ら
バ
ス
で
十
五
分
。
市
内

大
量
に
書
写
さ
せ
た
兵
法
書
・
馬
書
が
中
心
部
の
長
者
公
民
館
隣
（
〒
○
三
一

目
立
つ
が
、
国
文
学
関
係
で
は
宝
暦
年
八
戸
市
大
字
糠
塚
下
道
二
’
一
・
電
話

間
に
書
写
収
集
さ
せ
た
歌
書
、
そ
し
て
○
一
七
八
’
二
二
’
○
二
六
六
）
の
新

俳
書
・
読
本
・
実
録
（
敵
討
）
物
が
豊
館
に
近
年
移
転
し
た
。
休
館
日
、
月
末
、

富
で
、
就
中
、
歌
書
は
（
地
域
と
し
て
祝
日
。
（
文
献
資
料
部
松
野
陽
二

ｰ
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国
文
学
研
究
資
料
館
評
議
員
佐
竹
昭
廣
成
城
大
学
文
垂
箪
部
敬
授
・
京
那
大
学
名
鴬
教
授
小
島
孝
之
立
教
大
学
文
学
部
教
授

尾
藤
正
英
川
村
学
園
女
子
大
学
文
学
部
教
授
・
東
京
大
学
名
番
教
授
小
町
谷
照
彦
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
教
授

任
期
昭
和
銘
年
７
月
１
日
～
平
成
２
年
６
月
釦
日

平
澤
五
郎
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
長
・
同
教
授
滝
藤
満
義
横
浜
国
立
大
学
教
育
学
部
教
授

水
谷
静
夫
東
京
女
子
大
学
文
理
学
部
教
授
田
中
榮
一
新
潟
大
学
教
育
学
部
教
授

阿
部
秋
生
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
実
践
女
子
大
学
名
誉
教
授

秋
山
慶
東
京
女
子
大
学
文
理
学
部
教
授
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
新
井
栄
蔵
国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
情
報
部
教
授
野
山
嘉
正
東
京
大
学
文
学
部
助
教
授

長
谷
川
強
国
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部
教
授
浜
野
卓
也
山
口
女
子
大
学
文
学
部
数
授

猪
瀬
博
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
・
東
京
大
学
名
誉
教
授

今
井
源
衛
梅
光
女
学
院
大
学
文
学
部
敬
授
．
九
州
大
学
墹
誉
教
授
原
島
陽
一
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
敬
授
原
道
生
明
治
大
学
文
学
部
敬
授

本
田
康
雄
同
文
学
研
究
資
料
鰯
整
理
閲
覧
部
教
授
安
田
尚
道
青
山
学
院
大
学
文
学
部
教
授

上
山
春
平
京
都
同
立
博
物
館
長
・
京
都
大
学
名
誉
敬
授

小
田
切
進
立
戦
大
学
文
学
部
教
授
・
日
本
近
代
文
学
館
理
事
長
松
野
陽
一
同
文
学
研
究
資
料
館
文
献
資
料
部
教
授

情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
運
用
委
員
会
委
員

森
安
彦
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
教
授

加
藤
周
一
東
京
都
立
中
央
図
書
鯨
長

安
澤
秀
一
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
教
授
任
期
平
成
元
年
４
月
１
日
～
平
成
２
年
３
月
訓
日

京
極
純
一
東
京
女
子
大
学
長
・
東
京
大
学
名
誉
教
授

安
永
尚
志
国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
情
報
部
教
授

児
玉
幸
多
学
習
院
大
学
名
誉
教
授
石
田
晴
久
東
京
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
教
授

山
中
光
一
国
文
学
研
究
資
料
館
研
究
情
報
部
敬
授

斎
藤
正
倒
立
劇
場
会
長
稲
岡
耕
二
東
京
大
学
教
養
学
部
敬
授

阪
倉
篤
義
甲
剛
女
子
大
学
文
学
部
救
授
・
京
都
大
学
名
播
教
授
国
文
学
文
献
資
料
収
集
計
画
委
員
会
委
員
井
上
刺
学
術
情
報
セ
ン
タ
‐
敬
授

田
中
裕
大
阪
大
学
窮
誉
教
授
大
橋
琢
也
国
立
国
会
図
舎
館
総
務
部
情
報
処
理
課
長

任
期
平
成
元
年
４
月
１
日
～
平
成
２
年
３
月
釧
日
杉
田
繁
治
国
立
民
族
学
博
物
鯨
第
五
研
究
部
教
授

土
田
直
鎮
国
立
膝
史
民
俗
博
物
館
長
・
東
京
大
学
名
答
教
授

坪
井
清
足
大
阪
文
化
財
セ
ン
タ
ー
理
事
長
土
田
衞
大
阪
女
子
大
学
名
誉
教
授

伊
藤
敬
藤
女
子
大
学
文
学
部
教
授

中
井
信
彦
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
照
井
武
彦
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
情
報
資
料
研
究
部
教
授

表
章
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
長
・
同
文
学
部
教
授

橋
本
不
美
男
早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授
神
作
光
一
東
洋
大
学
長
・
同
文
学
部
教
授
西
村
恕
彦
東
京
農
工
大
学
工
学
部
教
授

林
大
国
立
国
語
研
究
所
名
誉
所
員
平
澤
五
郎
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
耶
長
・
同
教
授
濱
田
啓
介
京
都
大
学
教
養
部
教
授

秀
村
選
三
久
制
米
大
学
比
較
文
化
研
究
所
教
授
・
九
州
大
学
名
誉
平
林
盛
得
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
調
査
官
星
野
聰
京
都
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
教
授

教
授
冨
士
昭
雄
駒
鰯
大
学
文
学
部
敬
授
堀
内
秀
晃
青
山
学
院
大
学
文
学
部
敬
授

松
田
智
雄
東
京
大
学
墹
梼
救
援
藤
岡
忠
美
昭
和
女
子
大
学
文
学
部
牧
授
水
谷
静
夫
東
京
女
子
大
学
文
理
学
部
教
授

宮
川
満
大
阪
教
育
大
学
名
誉
教
授
松
平
進
甲
南
女
子
大
学
文
学
部
教
授
村
上
學
名
古
屋
工
業
大
学
工
学
部
教
授

森
川
昭
東
京
大
学
文
学
部
教
授

国
文
学
文
献
資
料
調
査
員

国
文
学
研
究
資
料
館
運
営
協
議
員

山
下
宏
明
名
古
屋
大
学
文
学
部
教
授

任
期
平
成
元
年
４
月
１
日
～
平
成
２
年
３
月
別
日

任
期
昭
和
闘
年
８
月
１
日
ｌ
平
成
２
年
７
月
剖
日

文
献
目
録
委
員
会
委
員

〔
北
海
道
・
東
北
〕

有
吉
保
Ｈ
本
大
学
文
理
学
部
牧
授

任
期
平
成
元
年
４
月
１
日
～
平
成
２
年
３
月
別
日

伊
藤
正
義
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
敬
授
家
井
美
千
子
岩
手
大
学
人
文
社
会
科
学
部
撒
師

池
内
輝
雄
大
饗
女
子
大
学
短
期
大
学
部
敬
授

石
井
進
東
束
大
学
文
学
部
数
授

加
藤
幸
一
奥
羽
大
学
文
学
部
簿
師

揖
斐
高
成
躍
大
学
文
学
部
数
授

稲
賀
敬
二
広
胤
大
学
文
学
部
長
・
同
文
学
部
教
授
今
野
厚
子
尚
絹
女
学
院
短
期
大
学
助
教
授

遠
藤
宏
成
撰
大
学
文
学
部
教
授

久
保
田
淳
東
京
大
学
文
学
部
数
授

佐
藤
晃
山
形
女
子
短
期
大
学
講
師

小
林
清
治
東
北
学
院
大
学
文
学
部
教
授
・
福
島
大
学
名
誉
教
授
久
保
田
淳
東
京
大
学
文
学
部
教
授

鈴
木
則
郎
東
北
大
学
文
学
部
教
授

I

ー

…
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高
橋
伸
幸

田
嶋
一
夫

寺
島
恒
世

豊
島
秀
範

永
田
信
也

名
子
喜
久
雄

錦
仁

播
摩
光
寿

山
本
陽
史

〔
関
東
〕

石
川
泰
水

石
川
了

伊
藤
一
男

小
田
幸
子

近
藤
瑞
男

佐
藤
悟

鈴
木
健
一

鈴
木
俊
幸

武
井
和
人

多
田
一
臣

田
中
大
士

花
田
富
二
夫

林
望

藤
田
洋
治

古
相
正
美

松
井
健
児

山
中
玲
子

〔
中
部
〕

稲
垣
泰
一

稲
田
篤
信

梅
原
恭
則

大
谷
俊
太

岡
本
勝

）

札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学
部
敬
授

い
わ
き
明
凧
大
学
人
文
学
部
軟
授

山
形
大
学
敬
育
学
部
助
教
授

弘
前
学
院
大
学
文
学
部
助
敬
授

北
海
道
敬
育
大
学
旭
川
分
校
助
軟
授

山
形
大
学
軟
育
学
部
助
教
授

秋
閥
大
学
敬
育
学
部
敬
授

聞
畢
院
女
子
短
期
大
学
非
常
勤
溺
飾

山
形
大
学
敬
冑
学
部
鷹
師

群
馬
県
立
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

大
妻
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
助
手

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
兼
任
所
員

共
立
女
子
大
学
文
芸
学
部
助
敬
授

実
践
女
子
大
学
文
学
部
轟
師

東
京
大
学
敦
養
学
部
助
手

国
士
篭
短
期
大
学
溝
師

埼
玉
大
学
敬
養
部
助
赦
授

千
葉
大
学
文
学
部
助
教
授

土
浦
短
期
大
学
簾
師

大
妻
女
子
大
学
短
期
大
学
部
助
敏
授

東
横
学
側
女
子
短
期
大
学
助
救
授

東
京
成
徳
短
期
大
学
偽
師

明
治
大
学
非
常
勤
踊
師

昭
和
学
院
勉
期
大
学
鯛
師

法
政
大
学
輔
一
軟
養
部
蒙
任
謝
簡

金
城
学
院
大
学
文
学
部
教
授

富
山
大
学
数
養
部
助
教
授

信
州
大
学
教
育
学
部
助
教
授

南
山
大
学
文
学
部
助
軟
授

饗
知
敬
育
大
学
敬
育
学
部
敬
授

島
原
泰
雄

鈴
木
孝
庸

滝
澤
貞
夫

長
島
弘
明

長
友
千
代
治

西
村
聡

服
部
直
子

深
津
睦
夫

安
田
徳
子

柳
澤
良
一

矢
野
貫
一

綿
抜
豊
昭

〔
近
畿
〕

阿
部
泰
郎

佐
伯
真
一

高
橋
圭
一

広
瀬
唯
二

藤
原
克
巳

堀
口
康
生

山
本
登
朗

吉
海
直
人

和
田
道
子

〔
中
国
・
四
国
〕

芦
田
耕
一

阿
部
真
司

石
川片

山
剛

工
藤
進
思
郎

清
水
史

田
中
貴
子

中
村
康
夫

松
尾
葦
江

松
原
秀
明

酌
根
大
学
法
文
学
部
助
軟
投

高
知
陛
科
大
学
朕
学
部
助
敬
授

広
胤
女
子
大
学
文
学
部
助
牧
授

鈴
峯
女
子
短
期
大
学
講
師

岡
山
大
学
文
学
部
教
授

愛
媛
大
学
法
文
学
部
助
教
授

広
島
大
学
文
学
部
助
手

鳥
取
大
学
医
擦
技
術
短
期
大
学
部
助
敬
授

鳥
取
大
学
敬
青
学
部
助
敏
授

金
刀
比
羅
官
図
香
館
嘱
託

大
阪
大
学
文
学
部
助
手

帝
塚
山
学
院
大
学
文
学
部
助
教
授

大
谷
女
子
大
学
文
学
部
講
師

大
阪
学
院
短
期
大
学
助
教
授

神
戸
大
学
文
学
部
助
敬
授

大
阪
女
子
大
学
学
芸
学
部
助
敬
授

光
華
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

同
志
社
女
子
大
学
学
芸
学
部
講
師

梅
花
短
期
大
学
助
教
授

皇
學
館
大
学
文
学
部
助
敬
授

斬
掲
大
学
敬
養
部
助
敬
授

信
州
大
学
教
育
学
部
敬
授

名
古
屋
大
学
文
学
部
助
教
授

鍵
知
県
立
大
学
文
学
部
教
授

金
沢
大
学
文
学
部
助
教
授

侭
知
女
子
短
期
大
学
非
常
勤
識
節

皇
架
館
大
学
文
学
部
卿
師

蜘
惚
学
側
岐
阜
敬
育
大
学
戦
育
学
部
助
敬
授

金
沢
女
子
大
学
文
学
部
助
敬
授

鍵
知
県
立
女
子
短
期
大
学
敬
授

富
山
女
子
短
期
大
学
講
師

ー

福
田

鷹
尾

森
田

白
井

富
久

近
藤

母
利

伊
藤

廣
田

黒
田

牧
野

橋
本

小
林

播
本

神
尾

名
和

長
谷
川

後
藤

渡
邉

大
島

渡
辺

宮
田
尚
梅
光
女
学
院
大
学
短
期
大
学
部
教
授

余
田
充
四
国
女
子
大
学
短
期
大
学
部
助
教
授

〔
九
州
〕

板
坂
耀
子
禍
岡
教
育
大
学
教
育
学
部
教
授

井
上
敏
幸
福
岡
女
子
大
学
文
学
部
敬
授

小
川
豊
生
大
分
工
藁
高
等
専
門
学
校
肋
放
授

竹
村
信
治
福
岡
女
子
大
学
文
学
部
助
敬
授

田
中
道
雄
佐
賀
大
学
軟
擬
郁
敬
授

中
本
環
熊
本
大
学
軟
何
学
部
教
授

山
田
洋
嗣
禍
岡
大
学
人
文
学
部
肋
数
授

国
文
学
文
献
資
料
特
別
調
査
員

憲龍信重 暢眞健直和 哲正司容和 秀

司彦和郎瑞修子一二紀夫彰通義朗司代宏蘭純一

国
際
基
督
教
大
学
敬
養
学
部
数
授

愛
知
淑
徳
短
期
大
学
教
授

四
国
女
子
大
学
文
学
部
教
授

四
国
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授

四
国
女
子
大
学
文
学
部
助
敬
授

四
国
女
子
大
学
文
学
部
講
師

岐
阜
大
学
教
育
学
部
助
教
授

大
阪
市
立
大
学
文
学
部
教
授

大
阪
女
子
大
学
学
芸
学
部
教
授

愛
知
県
立
大
学
文
学
部
助
敬
授

実
践
女
子
大
学
文
学
部
助
軟
投

羽
衣
学
間
短
期
大
学
助
敬
授

大
谷
女
子
大
学
文
学
部
助
牧
授

大
東
文
化
大
学
文
学
部
猟
師

大
阪
散
育
大
学
軟
育
学
部
散
授

陽
名
文
庫
主
事

中
京
大
学
文
学
部
教
授

中
京
大
学
文
学
部
教
授

伺
朋
大
学
仏
敬
文
化
研
究
所
研
究
員

東
邦
高
等
学
校
教
諭

立
牧
大
学
文
学
部
助
教
授
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久
保
田
啓
一
梅
光
女
学
院
大
学
文
学
部
獅
師

柴
田
光
彦
跡
見
学
剛
女
子
大
学
文
学
部
敬
授

服
部
仁
同
朋
大
学
文
学
部
助
牧
授
田
中
久
文
学
術
傭
側
七
・
／
タ
ー
管
理
部
長

延
贋
真
治
東
京
大
学
牧
養
学
部
牧
授
精
二
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
牧
授

堤

下
垣
内
和
人
広
島
文
教
女
子
大
学
短
期
大
学
部
敬
授

森
川
彰
梅
花
女
子
大
学
文
学
部
教
授

池
田
正
志
甲
南
高
等
学
校
教
諭

共
同
研
究
員

菊
川
丞
関
西
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
助
教
授

高
橋
専
一
梅
花
女
子
大
学
文
学
部
教
按
任
期
平
成
元
年
４
月
１
日
～
平
成
２
年
３
月
訓
日

原

義
春
神
戸
女
子
大
学
非
常
勤
瞬
師

課
題
名
「
近
世
儒
林
伝
の
研
究
」

や
、
Ｊ
０佐

藤
恒
雄
杵
川
大
学
軟
宵
学
部
牧
授

板
坂
鍛
子
禍
岡
敬
宵
大
学
敬
育
学
部
軟
授

大
伏
春
美
徳
間
文
理
大
学
文
学
部
蝿
師

飯
倉
洋
一
山
口
大
学
牧
養
部
恩
師

田
村
憲
治
礎
媛
大
学
法
文
学
部
助
敬
授

久
保
田
啓
一
梅
光
女
学
院
大
学
文
学
部
鋼
師

国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
委
員
会
委
員
ロ
バ
‐
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
九
州
大
学
文
学
部
講
師

課
題
名
「
関
東
天
台
に
関
す
る
調
査
と
研
究
」

任
期
平
成
元
年
４
月
１
日
～
平
成
２
年
３
月
別
日
廣
田
哲
通
大
阪
女
子
大
学
鴬
阜
部
助
敬
授

ア
ラ
ン
・
タ
ー
ニ
ー
清
泉
女
子
大
学
文
学
部
教
授

阿
部
泰
郎
大
阪
大
学
文
学
部
助
手

池
田
重
青
山
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
落
合
博
志
東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程

芳
賀
徹
東
京
大
学
教
養
学
部
敬
授
田
中
貴
子
広
島
大
学
文
学
部
助
手

長
谷
川
泉
問
學
院
大
学
非
常
勤
講
師
牧
野
和
夫
実
践
女
子
大
学
文
学
部
助
散
授

福
田
秀
一
回
際
基
督
軟
大
学
教
養
学
部
敬
授

課
題
名
「
近
世
出
版
史
の
研
究
」

棚
倉
治
彦
側
Ｈ
市
大
学
絲
滴
学
部
軟
投

共
同
研
究
委
員
会
委
員

今
田
洋
三
近
畿
大
学
牧
養
部
敬
授

任
期
平
成
元
年
４
月
１
日
～
平
成
２
年
３
月
別
日
鈴
木
俊
幸
国
士
館
短
剛
大
学
講
師

中
山
尚
夫
東
洋
大
学
文
学
部
助
手

稲
賀
敬
二
広
島
大
学
文
学
部
長
・
同
文
学
部
教
綬

課
題
名
「
松
宇
文
庫
の
調
査
研
究
」

大
曽
根
章
介
中
央
大
学
文
学
部
教
授

雲
英
末
雄
早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授

島
津
忠
夫
大
阪
大
学
敬
養
部
救
援

東
聖
子
十
文
字
学
側
恕
期
大
学
鷹
師

曽
倉
岑
青
山
学
院
大
学
文
学
郎
牧
授

池
田
俊
朗
京
北
高
等
学
校
教
錨

鳥
越
文
藏
早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授

市
古
夏
生
白
百
合
女
子
大
学
文
学
部
助
敬
授

中
野
三
敏
九
州
大
学
文
学
部
敬
授

字
城
由
文
京
都
外
側
鮒
大
学
外
同
船
学
部
蝿
師

古
典
籍
総
合
目
録
委
員
会
委
員
大
石
房
子
ぉ
系
の
水
女
子
大
学
大
学
院
博
士
螺
栂

加
藤
定
彦
立
牧
人
学
一
收
救
行
郁
助
軟
投

任
期
平
成
元
年
４
月
１
日
～
平
成
２
年
３
月
別
日
清
登
典
子
放
送
大
学
埼
玉
学
判
セ
ン
タ
ー
助
敬
授

菊
地
勇
次
郎
大
正
大
学
文
学
部
教
授
櫻
井
武
次
郎
親
和
女
子
大
学
文
学
部
教
推

坂
下
精
一
国
立
国
会
図
書
麓
図
書
部
古
典
籍
課
長
塩
崎
俊
彦
神
戸
山
手
女
子
短
期
大
学
講
師

ー

島
本
邑
一
法
政
大
学
塾
一
高
等
学
校
敦
鹸

田
中
善
信
武
宣
野
女
子
大
学
文
学
部
戦
授

谷
地
快
一
東
洋
大
学
惣
期
大
学
部
助
軟
授

永
井
一
彰
奈
良
大
学
文
学
部
助
教
授

中
野
沙
恵
東
京
女
子
医
科
大
学
医
学
部
講
師

萩
原
恭
男
大
東
文
化
大
学
文
学
部
教
授

藤
田
眞
一
京
都
府
立
大
学
女
子
短
期
大
学
部
助
教
授

母
利
司
朗
岐
阜
大
学
戦
育
学
部
助
敬
授

森
川
昭
東
京
大
学
文
学
部
軟
投

矢
羽
勝
幸
上
田
女
子
短
期
大
学
軟
授

渡
邊
志
津
子
大
阪
大
学
医
鍜
技
術
短
期
大
学
部
謝
帥

課
題
名
「
近
世
演
劇
研
究
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
編
纂
の
研

究
」

鳥
越
文
蔵
早
稲
田
大
学
文
学
部
軟
授

赤
間
亮
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
助
手

池
山
晃
東
京
大
学
文
学
部
大
学
院
博
士
課
程

鹿
倉
秀
典
間
東
短
期
大
学
講
師

棚
町
知
弥
閲
田
学
園
女
子
大
学
文
学
部
数
授

土
田
衞
大
肛
女
子
大
学
名
誉
敬
授

林
公
子
大
阪
大
学
文
学
部
助
手

原
道
生
明
治
大
学
文
学
部
敬
授

堀
浩
一
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
助
教
授

松
平
進
甲
南
女
子
大
学
文
学
部
教
授

和
田
修
早
稲
田
大
学
文
学
部
大
学
院
博
士
課
程

課
題
名
「
日
本
文
学
の
特
質
」
ｌ
お
伽
草
子
の
研
究
ｌ

ジ
ャ
ク
リ
ー
芋
ピ
ジ
ョ
ー
国
文
学
研
究
資
料
鯨
客
側
敬
授

浅
見
利
彦
成
賎
大
学
文
学
部
牧
授

神
野
藤
昭
夫
跡
見
学
剛
女
子
大
学
文
学
部
教
授

佐
竹
昭
廣
成
城
大
学
文
要
学
部
敬
授

外
村
南
都
子
白
百
合
女
子
大
学
文
学
部
牧
授

松
本
隆
信
元
慶
塵
農
難
大
学
附
属
研
究
所
軌
通
文
剛
敬
提

ｰ
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函
‐
Ｉ
利
用
者
へ
の
お
知
ら
せ
；
“
）
ｉ
Ｉ
‐
１
１
１
…
！
ｉ
‐
１
１
ｉ
；

一
◆
「
長
井
永
太
郎
文
庫
」
の
利
用
に
つ

一
い
て

一
長
井
涛
生
氏
か
ら
御
寄
贈
い
た
だ
い

一
た
故
長
井
永
太
郎
氏
の
蔵
書
は
、
こ
の

一
た
び
整
理
が
終
わ
り
、
「
長
井
永
太
郎

一
文
庫
」
と
し
て
、
ご
利
用
い
た
だ
け
る

》
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
館
報
第
訓
号
で
も
ご
報
告
し
ま
し
た

一
が
、
「
長
井
永
太
郎
文
庫
」
は
、
万
葉

》
集
を
中
心
と
し
た
国
文
学
関
係
資
料
の

》
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
点
数
は
、
七
一
九

一
点
二
、
二
四
七
冊
、
雑
誌
も
含
む
）

一
で
す
。

一
複
製
本
・
活
字
本
は
、
閲
覧
室
の
カ

ー
ー
ド
目
録
で
、
写
本
・
版
本
は
、
「
国

一
文
学
研
究
資
料
館
蔵
和
古
書
目
録
増
加

－
４
」
で
、
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。
文
庫

一
番
号
は
「
副
」
（
請
求
記
号
の
先
頭
の

一
数
字
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
長
井
永
太
郎
氏
は
、
明
治
五
（
一
八

一
七
二
）
年
生
ま
れ
昭
和
三
二
二
九
五

一
七
）
年
残
。
金
沢
市
の
旧
い
医
師
の
家

一
に
生
ま
れ
、
長
崎
で
医
術
（
歯
科
）
修

一
行
、
金
沢
市
の
ち
台
湾
で
開
業
し
ま
し

－
た
。
晩
年
は
乞
わ
れ
て
官
幣
大
社
・
台

一
湾
神
社
に
奉
仕
。
和
歌
は
少
年
時
代
よ

一
り
、
特
に
万
葉
集
研
究
に
没
頭
し
生
涯

。

に
わ
た
り
継
続
、
徹
底
し
ま
し
た
。
佐

佐
木
信
綱
主
宰
・
竹
柏
会
会
員
、
ま
た

澤
潟
久
孝
博
士
の
指
導
を
う
け
ま
し

た
。
台
湾
日
々
新
聞
の
歌
壇
の
選
者
、

歌
会
の
主
宰
者
と
し
て
も
活
蹄
。
万
葉

集
と
共
に
生
き
た
人
で
す
。

◆
文
献
複
写
料
金
に
つ
い
て

前
号
の
本
欄
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

よ
う
に
、
四
月
か
ら
消
費
税
導
入
に
伴

い
、
文
献
複
写
料
金
が
改
定
に
な
り
ま

し
た
。
新
料
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
方
式

基
本
料
二
件
）
一
○
五
円

ポ
ジ
作
製
料
二
コ
マ
）
一
○
円

搬
影
料
二
コ
マ
）
三
○
円

印
画
紙
に
よ
る
引
伸
料
（
紙
焼
写

真
）
Ａ
５
判
六
○
円

Ｂ
５
判
九
○
円

Ａ
４
判
一
一
五
円

Ｂ
４
判
一
七
五
円

○
リ
ー
ダ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
及
び
電
子
複

写
方
式
二
枚
）
五
○
円

◆
マ
イ
ク
ロ
資
料
の
サ
ー
ビ
ス
区
分
変

更
に
つ
い
て

今
回
、
こ
れ
ま
で
に
お
知
ら
せ
し
た

も
の
を
ま
と
め
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

Ｏ
０
ｊ
０
０
０
０
０
０
ｑ
０
４
●
６
０
０
０
０
９
９
０
９
０
０
９
１
１
０
０
０
０
０

文
庫
肋
所
蔵
者
変
更
内
容

あ
東
京
都
立
中
央
図
書
館
Ａ
↓
Ｂ

犯
水
府
明
徳
会
彰
考
館
Ｅ
↓
Ｂ

別
大
阪
市
立
大
学
附
属
凶
諜
館

（
森
文
庫
）
Ｘ
↓
Ｂ

死
伊
達
市
開
拓
記
念
館
Ｘ
↓
Ａ

“
徳
島
県
立
図
書
館
（
森
文
庫
）

Ｅ
‐
↓
Ａ

“
徳
島
県
立
図
書
館
（
木
下
眉
城

文
庫
）
Ｅ
↓
Ａ

侭
徳
島
県
立
図
書
館
（
阿
波
国
文

庫
）
Ｅ
↓
Ａ

師
東
奥
義
塾
図
書
館
Ｘ
↓
Ｅ

狐
西
尾
市
立
図
書
館
（
岩
瀬
文
庫
）

Ａ
‐
↓
Ｂ

剛
東
京
都
立
中
央
図
書
館
（
東
京

誌
料
）
Ａ
↓
Ｂ

◆
来
館
利
用
者
へ
の
注
意
事
項
及
び
お

願
い〈

閲
覧
室
入
室
の
際
〉

・
カ
バ
ン
・
荷
物
・
袋
物
等
を
持
っ
て

閲
覧
室
に
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

カ
バ
ン
等
は
ロ
ヅ
カ
ー
に
入
れ
て
か
ら

入
室
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ワ
ー
プ
ロ
・
卓
上
計
算
機
等
の
持
ち

込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
特
に
携
帯

用
複
写
機
の
持
ち
込
み
、
使
用
は
固
く

０
０
０
９
０
４

ｰ

お
断
わ
り
し
ま
す
。

・
私
物
の
図
書
、
他
の
図
書
館
か
ら
借

り
た
図
詳
を
持
ち
込
み
す
る
場
合
は
、

そ
の
図
書
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
〈
図

書
持
込
票
〉
を
お
渡
し
し
ま
す
。

・
入
室
は
、
利
用
者
本
人
に
限
り
ま
す
。

同
伴
者
の
入
室
は
ご
遠
盧
く
だ
さ
い
。

特
に
付
き
添
い
を
必
要
と
さ
れ
る
方
は

お
申
し
出
下
さ
い
。

・
高
校
生
以
下
の
方
の
利
用
は
で
き
ま

せ
ん
。

〈
閲
覧
室
内
で
〉

・
閲
覧
室
内
は
、
も
ち
ろ
ん
禁
煙
で
す
。

ま
た
、
閲
覧
室
内
へ
の
飲
食
物
の
持
ち

込
み
及
び
飲
食
は
固
く
お
断
り
し
ま

す
。
喫
煙
・
飲
食
は
、
一
階
ロ
ビ
ー
（
池

側
）
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
資
料
の
閲
覧
室
外
へ
の
持
ち
出
し
は

固
く
お
断
り
し
ま
す
。

〈
資
料
利
用
の
際
〉

・
写
本
・
版
本
等
の
閲
覧
の
際
は
、
鉛

筆
以
外
の
筆
記
用
具
の
使
用
は
禁
止
し

ま
す
。

・
複
写
物
を
当
館
及
び
原
資
料
所
蔵
者

に
無
断
で
再
複
製
・
刊
行
・
翻
刻
等
に

使
用
す
る
こ
と
は
固
く
お
断
り
し
ま

す
。

４
９
４
４
０
０
０
８
９
号
日
日
９
９
０
，
。

０
・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
ｈ
０
０
０
１
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国
語
国
文
学
会
連
絡
協
議
会
に
参
加

す
る
学
会
の
秋
季
大
会
予
定
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。
学
会
掲
出
は
五
十
音
順
。

以
下
①
事
務
局
、
②
大
会
開
催
日
、
③

会
場
。
②
③
の
記
入
の
な
い
学
会
は
大

会
予
定
な
し
か
、
ま
た
は
大
会
期
日
末

定
。解

釈
学
会
①
〒
一
○
一
千
代
田
区
神

田
神
保
町
二
’
四
六
第
２
十
勝
ビ
ル

教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
新
社
内

近
代
語
学
会
①
〒
一
六
○
新
宿
区
北

新
宿
三
’
一
○
’
一
○
’
五
○
七

国
語
学
会
①
〒
一
○
一
千
代
田
区
神

田
錦
町
三
’
十
一
武
蔵
野
書
院
気
付

②
一
○
月
二
八
～
二
九
日
③
茨
城
大

学
古
事
記
学
会
①
〒
一
五
○
渋
谷
区
東

四
’
一
○
’
二
八
国
学
院
大
学
文
学

部
日
本
文
学
第
二
研
究
室

古
代
文
学
会
①
〒
一
九
三
八
王
子
市

椚
田
町
五
六
一
ｌ
七
工
藤
隆
方

上
代
文
学
会
①
〒
一
五
四
世
田
谷
区

駒
沢
一
’
二
三
ｌ
一
駒
沢
大
学
文
学

部
小
野
寛
教
授
研
究
室

説
話
文
学
会
①
〒
一
五
四
世
田
谷
区

太
子
堂
一
’
七
昭
和
女
子
大
学
文
学

部
日
本
文
学
科
松
田
研
究
室
内
②
一

平
成
元
年
度
秋
季
学
会
開
催
一
覧

二
月
二
日
③
都
留
文
科
大
学

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
①
〒
一
○

一
千
代
田
区
猿
楽
町
一
’
三
’
一
桜

楓
社
気
付
②
一
○
月
二
八
～
三
○
日

③
高
野
山
大
学

中
古
文
学
会
①
〒
一
六
九
新
宿
区
西

早
稲
田
一
’
六
ｌ
一
早
稲
田
大
学
教

育
学
部
中
野
幸
一
研
究
室
内
②
一
○

月
二
一
～
二
二
日
③
愛
知
淑
徳
大

学
・
短
期
大
学
記
念
会
堂

中
世
文
学
会
①
〒
二
三
文
京
区
本

郷
七
’
三
ｌ
一
東
京
大
学
文
学
部
国

文
学
研
究
室
内
②
九
月
三
○
～
一
○

月
二
日
③
札
幌
大
学

日
本
演
劇
学
会
①
〒
一
六
九
新
宿
区

西
早
稲
田
一
’
六
ｌ
一
早
稲
田
大
学

演
劇
博
物
館
内
②
二
月
一
八
～
一

九
日
③
策
郁
龍
谷
大
学

日
本
歌
謡
学
会
①
〒
一
五
○
渋
谷
区

東
四
’
一
○
’
二
八
国
学
院
大
学
文

学
部
日
本
文
学
第
七
研
究
室
内
②
一

○
月
一
四
～
一
五
日
③
甲
南
大
学

日
本
近
世
文
学
会
①
〒
一
○
二
千
代

田
区
三
番
町
六
二
松
学
舎
大
学
近

世
文
学
研
究
室
内
②
二
月
二
～

一
三
日
③
島
根
大
学

日
本
近
代
文
学
会
①
〒
二
二
文
京

）

情
報
室

区
白
山
五
’
二
八
’
二
○
東
洋
大
学

文
学
部
国
文
学
研
究
室
内
②
一
○
月

二
八
～
二
九
日
③
同
志
社
大
学
（
今

出
川
校
舎
）

日
本
口
承
文
芸
学
会
①
〒
二
四
北

区
西
ケ
原
四
’
五
一
ｌ
一
二
東
京
外

国
語
大
学
Ａ
Ａ
研
川
田
研
究
室
気
付

日
本
文
学
協
会
①
〒
一
七
○
豊
島
区

南
大
塚
二
’
一
七
’
一
○
②
二
月

二
五
～
二
六
日
③
白
百
合
女
子
大
学

日
本
文
学
風
土
学
会
①
〒
二
一
四
川

崎
市
多
摩
区
東
三
田
二
’
一
ｌ
一
専

修
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内
②

二
月
二
五
日
③
専
修
大
学
神
田
校

全
ロ

日
本
文
芸
研
究
会
①
〒
九
八
○
仙
台

市
青
葉
区
川
内
東
北
大
学
文
学
部
内

②
二
月
四
日
③
東
北
大
学
文
学
部

文
・
教
大
講
義
室

俳
文
学
会
①
〒
六
五
一
’
二
神
戸

市
北
区
鈴
剛
台
北
町
七
’
一
三
’
一

親
和
女
子
大
学
国
文
学
研
究
室
内
②

一
○
月
一
二
～
二
三
日
③
鶴
岡
市
中

央
公
民
館

表
現
学
会
①
〒
七
三
○
広
島
市
中
区

千
田
町
一
丁
目
一
’
八
九
広
島
大
学

総
合
科
学
部
永
尾
研
究
室
内

仏
教
文
学
会
①
〒
六
○
四
京
都
市
中

京
区
西
ノ
京
壷
ノ
内
町
八
’
一
花
園

大
学
国
文
学
研
究
室
内
〒
一
七
四

）

板
橋
区
高
島
平
一
’
九
ｌ
一
大
東
文

化
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
関
口
研

究
室
内
（
支
部
）

萬
葉
学
会
①
〒
五
六
五
吹
田
市
千
里

山
東
三
関
西
大
学
国
文
学
研
究
室
内

②
一
○
月
二
一
～
二
四
日
③
大
谷
女

子
大
学

美
夫
君
志
会
①
〒
四
六
六
名
古
屋
市

昭
和
区
八
事
本
町
一
○
一
中
京
大
学

文
学
部
国
文
学
研
究
室
内

和
歌
文
学
会
①
〒
一
○
二
千
代
田
区

三
番
町
六
二
松
学
舎
大
学
国
文
学

研
究
室
内
②
二
月
一
○
～
一
二
日

③
甲
南
大
学

国
文
学
研
究
衡
料
館
報
第
三
十
三
号

平
成
元
年
九
月
発
行

編
集
・
発
行
将

国
文
学
研
究
資
料
館

東
京
都
品
川
区
豊
町
一
‐
一
六
‐
一
○

郵
便
番
号
一
四
二

電
話
（
七
八
五
）
七
二
一
二
（
代
）

印
刷
所
株
式
会
社
三
興
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